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教育研究家からの課題提起
コロナ禍で見えてきた学校と教育行政の課題

校長に聞く臨時休業中の決断
茨城県　古河市立総和南中学校　森田泰司
大分県　豊後高田市立真玉小学校　瀬口卓士
神奈川県 私立横浜創英中学校・高校　工藤勇一 

オンライン学習実践録
埼玉県 戸田市立戸田第二小学校　
埼玉県久喜市
神奈川県清川村

臨時休業中の保護者意識調査

臨時休業中の苦心と工夫を糧に

「学びを止めない」
学校づくり
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教育長が語る Leader’s VIEW
東京都福生市
教育施策で導くわがまちの未来　
大阪府箕面市
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　教育による人づくりは、持続的に
発展するまちづくりの礎

いしずえ

であり、未
来への投資です。そうした考えの下、
本市では「子どもの『生きる力』の
育成と個を伸ばす教育の充実」を基
本方針の１つに掲げています。その
実現に向け、とりわけ重視している
ことが２つあります。
　１つは、客観的データに基づく一
人ひとりの子どもの実態把握です。
様々な学力調査や意識調査が行われ
ていますが、多くの場合、注目され
るのはデータの平均値です。本市で
も、市や学校の平均値を、全国や都
の平均値と比較して課題を見いだし、
施策立案や指導改善を行ってきまし
た。しかし、集団の実態を捉えるだ
けでは、子ども一人ひとりの成長過
程に適した支援は十分に行えません。
さらに、本市の場合、子どもの自己
肯定感が低いことが分かっています。
そのため、全国平均と比較した順位
を気にするだけでは、子どもの成長
を促すことはできないと考えました。
　もう１つは、社会情動的スキルの

育成です。新学習指導要領で「学び
に向かう力・人間性等」の育成が掲
げられたように、最後までやり抜く
力や自己調整能力などの社会情動的
スキルは、基礎的な知識・技能など
の認知能力の土台になるものとして
注目されています。社会情動的スキ
ルは、幼児期から小学校低学年にか
けての育成が効果的といった研究成
果も複数報告されており、そうであれ
ば幼稚園・保育所と小学校が連携し
て教育を行うことが一層重要になり
ます。以前は認知的な学力の向上を
第１の目的として指導改善に注力し
てきましたが、それとは異なる視点も
必要になると、認識を改めたのです。

　本市は、市立小・中学校数が全部で
１０校と小規模であり、子どもの丁寧
な実態把握が可能です。そこで、認知
能力と社会情動的スキルをデータ化
して関連づけることで、一人ひとりに
着目した質の高い教育を実現させよ
うと、新たな取り組みを始めました。
　認知能力については、２０２０年度か
ら、小学２年生〜中学３年生でベネッ

セの「総合学力調査」を年１回実施
し、教科学力と学習意識を調査しま
す。教員・子ども・保護者が実感を持っ
て受け止められるよう、データの提
示の仕方を工夫するとともに、成長
やつまずきを、学年や校種を超えて
把握し、個々の課題に対応した学習
機会を提供する予定です。
　社会情動的スキルについては、就
学前後の教育のより円滑な接続を目
指し、東京都教育委員会の研究指定
を受け、慶應義塾大学と連携した実
践研究を行います。各園の教育環境
の観察や保護者・教職員へのアンケー
ト調査です。本人による回答が困難
な幼児調査は、幼児の行動を○×で
記録する見取りによる調査、小学校
での学力との相関など、５〜７歳の３
年間を追跡します。小・中でデータ
化を進めている内容を拡大し、幼・保・
小・中とデータを蓄積していきます。
　それらの客観的データを基にすれ
ば、効果の上がる学習集団として工
夫改善の視点が分かりやすくなるの
ではないかと期待しています。今後
は、教員個々の指導観に客観的データ
を加えることで、ますます重要とな
る主体的・対話的で深い学びを行う
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かわごえ・たかひろ　東京都公立中学校教諭を経て、福生市教育委員会参事兼指導室長、多摩市立落合中学校校長等を歴任。2013 年 1月から現職。

平均値で捉えずに
一人ひとりの実態に注目する

社会情動的スキル＊１にも着目し、
客観的データに基づく個別支援を強化
東京都　福

ふっ

生
さ

市教育委員会　教育長　川越孝洋
東京都福生市は、小規模で児童・生徒数が少ないという特徴を強みとし、子ども一人ひとりの実態把握に力を入
れている。データを基にした教員との対話を重視して、子どもの成長を支えていきたいと、川越孝洋教育長は語る。

認知能力・社会情動的スキルの
客観的データを活用

教育長が語る　Leader's VIEW
第9 回

＊１　一貫した思考・感情・行動のパターンに発現し、学校教育または学校教育外でも学習体験によって発達させることができ、個人の一生を通じて社会・経済的成果に重要な影
響を与えるような個人の能力。忍耐力、自己抑制、目標への情熱、社会性、敬意、思いやり、自尊心、楽観性、自信など。



のに適した、親和性のある学級編制
が可能になると考えています。

　２０２０年度には、不登校の生徒を
支援する「不登校特例校分教室」を、
３校ある中学校のうちの１校に設置
しました。本市では２０１４年度から、
不登校及び不登校傾向にある児童・
生徒の指導記録を「個別支援カルテ」
にまとめ、それを基に臨床心理士やス
クールソーシャルワーカーも交え、継
続的に支援しています。本教室では、
その取り組みを一歩進め、子どもの考
えや生き方をカウンセリングし、学校
復帰のみを目指すのではなく、社会
的自立に向けた支援をしていきます。
　そのためには、一人ひとりの状況に
応じて異なる最適な学びを、ＩＣＴを
活用して提供することが、１つの鍵
になると考えています。データ分析

や指導記録の蓄積はもちろん、学校
を離れている間でも個別にコミュニ
ケーションを図ったり、学習を進めた
りすることも可能です。本教室の生徒
にはタブレット端末を１人１台ずつ
貸与し、ＩＣＴソフトの「ミライシー
ド」＊2を活用して、家庭でも自分に合っ
た学習を進められるようにしました。
　そこで得た知見は、文部科学省の
「ＧＩＧＡスクール構想」を受けて加速
している義務教育全体でのＩＣＴ活用
に生かしていきます。施設・設備の
整備だけでなく、それを十分に活用
するためのソフト面の充実にも力を
入れていく考えです。

　施策の推進にあたっては、客観的
データなどのエビデンスを基に、丁
寧な説明を心がけています。子どもの
実態を客観的に示すと、議会も学校教

育に何が必要かを理解し、強力な応援
団となってくれます。幼・保・小の
連携では、私も市内の幼稚園と保育
所を訪れ、子どもの実態を自分の目で
確かめ、教職員に直接、施策を説明し
ました。新しい施策は成果を継続して
出すことが難しいですが、教育委員
会と学校が納得し合って取り組めば、
施策が現場に浸透し、効果を生み、
さらなる改善につながると考えます。
　私が先生方にお伝えしているのは、
今や子どもが学校に合わせるのでは
なく、学校が子どもに合わせる時代
になったということです。それは、教
員が子どもにおもねるという意味で
はありません。社会も子どもも多様
化が進み、それぞれの価値を認める
重要性が高まる中、目に見えにくい
教員の経験と、それを裏打ちして新
たな意味を与えるエビデンスの両方
を生かして、子ども一人ひとりの成
長を支えていきたいと思っています。
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かわごえ・たかひろ　東京都公立中学校教諭を経て、福生市教育委員会参事兼指導室長、多摩市立落合中学校校長等を歴任。2013 年 1月から現職。

社会情動的スキル＊１にも着目し、
客観的データに基づく個別支援を強化
東京都　福

ふっ

生
さ

市教育委員会　教育長　川越孝洋

◎武蔵野台地の西端にあり、都心から西へ約40㎞の場所に位置する。多摩川や玉川上水、南北を貫く２本の崖線によって、
豊かな自然が広がる一方、昭和40年代からベッドタウンとして発展を遂げてきた。市域の約３分の１が在日アメリカ空軍横
田基地に利用されている。　人口　約5万8,000人　面積　約10.16㎢　市立学校数　小学校7校、中学校3校　児童・生徒数　約3,400
人　電話　042-551-1511（代表）　URL　https://www.city.fussa.tokyo.jp/education/

東京都福生市
プロフィール

不登校の子どもを継続的に
支える仕組みを確立

＊2　協働学習、一斉学習、個別学習それぞれの学習場面で活用できる複数のアプリケーションで構成された、ベネッセのタブレット学習プラットフォーム。

エビデンスと丁寧な対話で
施策への理解を浸透させる
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表紙の写真は、茨城県古河市立総和南中学校の学校生活の様子です（撮影は2020年7月）。同校では、生徒や教
員が心にゆとりを持ってこそ、落ち着いてしっかりした学校生活が送れると考え、時程表や授業形式などを工夫して
います。それらの取り組みに関する森田泰司校長へのインタビューは、P.8をご覧ください。
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臨時休業中の苦心と工夫を糧に

「学びを止めない」
学校づくり

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、
2020年３月２日から、全国の小・中学校は一斉臨時休業を余儀なくされた。

地域による違いはあったものの、臨時休業を経て通常登校に戻るまでに最長で４か月ほどを要した。
休業期間中、子どもの学びを保障するために、

学校や教育委員会は、何を考え、どのように動いたのか。
そして、子どもや保護者は、どのような思いで学校のない日々と向き合っていたのか。
振り返りから見える課題と展望を、今後起こりうる事態に備えて、改めて考えたい。

特 集
休業期間中も児童が意欲的に
取り組んだ自主学習ノート
（豊後高田市立真玉小学校）

学校再開後、ＩＣＴを活用した授業（古河市立総和南中学校）

生徒との双方向型オンライン授業の様子（神奈川
県　私立横浜創英中学校・高校）

オンライン会議ツールを使った学習支援
の実施計画表（久喜市立砂原小学校）

学校再開後、2年生の国語の授業
では、学習支援ソフトウエアを活用
し、質問をペアの相手と送り合った
（清川村立緑小学校）
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　２０２０年は、新型コロナウイルス
の感染拡大により、日本のみならず、
世界中が大混乱に陥った年となりま
した。学校教育への影響としては、
長期にわたって臨時休業となり、本
稿執筆時点（７月上旬）でも、教職
員や児童生徒が新型コロナウイルス
に感染した例が報告され、予断を許
さない情勢です。
　そうした中、徐々にではあります
が、多くの学校が日常を取り戻そう
としています。しかし、感染拡大を
防ぐため、消毒や清掃など、教職員
が担う業務が増え、目の前の役割を
こなすことで精いっぱいという学校
や教育委員会が多いと思います。
　学校も教育行政も、毎日が嵐のよ
うに過ぎるため、今春の臨時休業期
間中のことは、「過去のことだから、
ひとまず置いておこう」となりがち

なのではないでしょうか。しかし、
臨時休業中の対応を振り返り、成果
や課題を明らかにしないままでは、
今後、新型コロナウイルスを始めと
する様々な感染症の流行や自然災害
の発生などによって、学校の休業を
余儀なくされた場合に、同じ問題を
抱えたり、同じような過ちを繰り返
したりすることになりかねません。
　本稿では、２０２０年春の臨時休業
期間中における学校や教育行政の取
り組みを、部分的にはなりますが検
証し、今後に向けた課題と取り組む
べきことを提案したいと思います。

　臨時休業中の成果や課題を振り返
る際、その論点は多岐に及びます。
今回は、子どもに主体的に学び続け
る力を育むことができただろうか、
という点に注目したいと思います。
　臨時休業中、子どもの過ごし方は
実に様々でした。ゲームや動画視聴
に、かなりの時間を費やしてしまう

子どももいました。それ自体が悪い
とは言い切れませんが、受け身の消
費的な時間が多くなり、学びの時間
や生産的な時間（アウトプットする
時間）が少ない子どもが、相当数い
たことは事実です。自学自習できる
力が弱かった、学びに向けた動機づ
けが十分にできていなかったといえ
るかもしれません。
　子どもたちは主体的に学んでいた
のか─。それは例えば、課題に取
り組む姿勢にも表れていました。筆
者が実施した保護者対象のアンケー
ト調査では、子どもを公立小・中学
校に通わせる保護者の約５割が、臨
時休業中に学校から出された課題に
「（子どもが）嫌々取り組んでいる」と
回答しました。保護者から注意され
たり、怒られたりしながら、課題に取
り組んだ子どもも多かったようです。
　そうした結果を踏まえると、子ど
もに学びに向かう力を育むという視
点で、課題の出し方や内容、その後
の働きかけなどについて見直すべき
ことがあるのかもしれません。
　もちろん、課題の出し方は学校に
よって異なり、子ども自身、あるい
は家庭環境などによっても状況は
様々です。すべてをひとくくりにし
て論じることはできません。しかし、
臨時休業中の子どもの学びがどのよ
うな状況だったのか、丁寧に検証す
る必要があると考え、筆者は、学校
の教職員を対象にアンケート調査を
実施しました。インターネット上で

教育研究家　学校・行政向けアドバイザー

妹尾昌俊 せのお・まさとし

野村総合研究所を経て、2016 年に独立。全国各地で学校・教
育委員会向けの研修・講演などを手がける。学校業務改善アド
バイザー（文部科学省、埼玉県、横浜市等より委嘱）、中央教育
審議会「学校における働き方改革特別部会」委員等を歴任。近
著に、『教師崩壊 先生の数が足りない、質も危ない』（PHP 研究
所）。
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3〜5月にかけての臨時休業中、学校は様々な工夫をして子どもの学びを支えたが、その取り組みは自治体や学校に
よって違いが見られた。教育研究家の妹尾昌俊氏は、そうした違いがなぜ生じたのか、臨時休業中の学校や自治体
の対応を検証しようと、独自にアンケート調査を実施。その結果を基に教育のこれからを考える。

今後の事態に備えるため、
臨時休業中の取り組みの検証を

コロナ禍で見えてきた学校と教育行政の課題課題提起

臨時休業期間の経験を
今後の教育に生かすために

はじめに

子どもたちに学び続ける力が
育っていたか？

調査目的
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＊１　調査名：「with/after コロナ時代の学校づくりと働き方に関する調査」　調査主体：妹尾昌俊　調査対象：学校（幼稚園、大学・短大、専門学校等を除く）の教員　調査方法：
アンケートフォームを使ったインターネット調査　調査時期：2020 年６月　有効回答数：749 件。

回答を呼びかけて行った調査であり、
回答者に偏りがある可能性もありま
すが、調査結果が１つの参考になれ
ばと思い、その結果を報告します＊1。

　図１は、臨時休業中、基礎的な知識・
技能の側面において、児童生徒間の
学力差は広がったと思うかと尋ねた
結果です。「ほぼ確実に」と「おそらく」
を合わせて約８割の公立小・中学校、
高校の教員が、「広がっている」と答
えています。
　その結果は、特段驚くほどではな
いかもしれません。図２は、臨時休
業中、学校が家庭学習への支援とし
て行った取り組みの状況です。臨時
休業中に教員が児童生徒にコメント
を返したり、提出された課題に添削
をしたりした学校は、公立小学校で
は約７割、公立中学校では約６割に上
りました。一方で、オンライン会議
ツールの活用は、感染リスクを避け
つつ、双方向でのやり取りがしやすい
と分かっていても、多くの小・中学
校で実現には至っていませんでした。
　また、臨時休業中の取り組みとし
て、授業動画やメッセージを配信し
た公立小・中学校は３割強、双方向
型のオンライン授業を実施した公立
小・中学校は１割未満と、ごく少数
でした（P.６図３）。
　保護者対象のアンケート調査でも、
「学校から学習プリントを大量に渡さ
れて、あとはお任せしますといった
状況だった」といった声が数多く寄
せられました。臨時休業中、子ども
が提出した課題に対してコメントを
返したり、電話で質問に答えたりし
てはいたものの、課題を出した後の
フォローアップが不十分な点があっ
たのかもしれません。

　通常の授業を行えない中で、結果
的には、自分で学習を進められる子
どもや、学習状況を丁寧にフォロー
アップする家庭の子どもなどは学び
が進み、そうではなかった子どもの
学びは停滞ぎみだったということで
しょう。学力格差が拡大した可能性
が高いのは、そうした背景があって
のことだと、筆者は推測しています。

　オンラインでの学びが進まなかっ
たことと、オンライン・オフライン
を問わず、課題のフォローアップが
不十分だった状況について、教員個
人だけの責任とすることには無理が

0 20 40 60 80 100（％）

公立小学校
（n=376）

公立中学校
（n=184）

公立高校
（n=119）

39.6

ほぼ確実に広がっている

43.6 11.4 2.9
2.4

34.2 49.5 11.4 4.3
0.5

27.7 51.3 16.8 1.7
2.5

わ
か
ら
な
い

はっきりしないが、
おそらく広がっている

はっきりしないが、おそらくそれほど広がっていない

ほぼ確実にそれほど広がっていない

0 20 40 60 80（％）

休業の途中で
課題を回収して、
コメントをしたり、
添削をしたりした

電話または
メールで質問を
受けつけた

オンライン
会議ツールで

質問に対応したり、
コメントしたりした

学校に来てもらい、
対面で指導した

家庭訪問をして、
対面で指導した

■公立小学校（n=376）　
■公立中学校（n=184）　
■公立高校（n=119）　
■国立・私立中学校・高校（n=34）

73.4
62.0

49.6
58.8

51.1
49.5
52.9

79.4

8.5
13.0

24.4
73.5

19.7
21.7

16.8
14.7

11.2
10.9

2.5
0.0

臨時休業による学力格差への影響図１

臨時休業中の家庭学習へのフォローアップの実施状況図２

特集　臨時休業中の苦心と工夫を糧に「学びを止めない」学校づくり
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学力の差が広がったと
約８割が回答

結果分析①

緊急時だからこそ問われた、
校長と教育委員会の行動力

結果分析②
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あります。筆者のアンケート調査や
様々な報道などから、自治体の情報
セキュティポリシーが厳しく、イン
ターネットの利用が大幅に制限され
ていたことや、家庭にＩＣＴ環境がな
い子どもへの対応などが課題となっ
ていたことが確認できています。
　一方で、家庭にＩＣＴ環境がない子
どもに学校のパソコンを使えるよう
にしたり、教育委員会が学校のイン
ターネットの利用規定を見直したり
する場合もありました。迅速に動くこ
とができた場合とそうでなかった場
合の違いは、なぜ生じたのでしょうか。
　１つの仮説として、校長の姿勢と
リーダーシップが影響していた可能
性が考えられます。図５は、勤務校
の校長が、Ａ「前向きに挑戦しよう
とする姿勢が強かった」か、Ｂ「受
け身的な姿勢が強かった」かを尋ね
た結果です＊２。公立校では小・中・
高のいずれも、Ｂ「受け身的な姿勢が
強かった」が５割以上となりました。
　さらに、図6は、校長の姿勢がＡ
かＢかによって、臨時休業中の取り
組みに違いがあったのかを分析した
結果です。ここでの取り組みとは、
図2の一部、図3・4に示した動画配
信やオンラインでの授業、課題のフォ
ローアップや説明などであり、その
実施状況を点数化し、校長の姿勢と
クロス分析をしました＊３。
　その結果は予想通りで、おおむねA
に近い校長の学校では、多くの取り
組みを実施する傾向が見られました。
とりわけ公立小学校では、その傾向
が顕著でした＊４。
　同じ手法で、教育委員会の姿勢に
ついて分析した結果が、図７です。
回答した教員からの評価となります
が、臨時休業中、教育委員会がＡ「協
力的だった」か、Ｂ「非協力的だった」
かを尋ねた結果、公立小・中学校で
は５割強がＢに近いと回答しました。
教育委員会の姿勢別に見ても、教育

Ａ　校長は前向きにできることから始めよう、挑戦しようとする姿勢が強かった
Ｂ　校長は教育委員会や法人本部等からの指示を待つ受け身的な姿勢が強かった

806040200 100（％）

公立小学校
（n=376）

公立中学校
（n=184）

公立高校
（n=119）

22.1

Ａに近い

23.1 23.4 30.6 0.8

1.1

4.2

2.9

24.5 17.9 20.1 36.4

21.8 21.021.8 31.1

国立・私立中学校・
高校（n=34）

44.1 38.2 2.9 11.8

わからない
Ｂに近いどちらかというとＡに近い

どちらかというとＢに近い

臨時休業中の家庭学習課題について、
課題の意義や取り組む必要性を児童生徒に説明しましたか

806040200 100（％）

公立小学校
（n=376）

公立中学校
（n=184）

14.9

十分説明した

0.5

1.115.8 56.5 26.6

多少説明したが、十分には伝わっていない場合もある
課題は出していない／

その他

ほとんど説明せず、課題を
やるように指示を出した

25.359.3

＊２　A・Bともに、「A／ Bに近い」と「どちらかというと A／ Bに近い」の合計値。
＊３　点数化の方法は以下のとおり。(1) 授業動画や児童生徒向けメッセージ動画を自分たちでつくって、配信した、(2) 既存の動画を活用するように指示した、(3) 双方向性の
あるオンライン授業（遠隔授業）を実施した、(4) 児童生徒の自主性に任せた課題や自由研究などを促した、(5) 臨時休業中の課題の意義や取り組む必要性を児童生徒に説明した、

0 20 40 60 80（％）

授業動画や児童生徒
向けメッセージ

動画を自分たちで
つくって、配信した

既存の動画（ＮＨＫの
番組や民間の

アプリなど）を活用
するように指示した

双方向性のある
オンライン授業
（遠隔授業）
を実施した

児童生徒の
自主性に任せた課題や
自由研究などを促した
（好きな本を読む、
植物を観察するなど）

■公立小学校（n=376）  ■公立中学校（n=184）　■公立高校（n=119）　
■国立・私立中学校・高校（n=34）

32.4
35.3
42.9

76.5

82.7
76.6

58.0
79.4

6.9
7.6

25.2
61.8

71.0
50.5

31.9
61.8

臨時休業中の校長の取り組み姿勢図５

臨時休業中に実施した取り組み図 3

臨時休業中に家庭学習に取り組む意義の説明の有無図４
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委員会が協力的だった学校は様々な
取り組みを行うことができていまし
た。

　臨時休業を経験して明らかになっ
た学校教育の課題とは、子どもに主
体性や学び続ける力を育成する重要
性であり、校長や教育委員会の主体
性や行動力をさらに高める必要性で
す。今後、コロナ禍が落ち着き、通
常の授業が続けられるようになって
も、「喉元過ぎれば熱さを忘れる」よ
うな状態に陥ってはなりません。ＩＣ
Ｔやクラウドサービスの活用に向け
て、自治体のルール（個人情報保護
やセキュリティなど）で見直すべき
点は、今すぐ動くべきだと考えます。
　臨時休業中の課題の出し方やフォ
ローアップに問題があった可能性を
示唆しましたが、それは臨時休業中
の問題にとどまらず、通常授業に戻っ
た後も解決すべき問題であるはずで
す。子どもへの学習の動機づけや、子
ども一人ひとりに応じた支援をいか
に実現するかを考えたいところです。
　そして、教育委員会は、この緊急
時にリーダーシップを発揮し、多少
の失敗があったとしても、新たな取
り組みに挑戦した校長や学校を賞賛
する存在であるべきだと思います。
　コロナ禍による臨時休業中の学校
教育で見えた課題は、単にＩＣＴ環境
の整備にとどまるものではありませ
ん。むしろ、以前から指摘されてい
た問題が、より顕在化したといえる
のではないでしょうか。「コロナの時
は本当に大変だった」と述懐して終
わるのか、それとも、「あの時の経験
が今の教育活動に生きている」と言
えるようになるのか、私たちは今、
岐路に立っています。

Ａ　校長は前向きにできることから始めよう、挑戦しようとする姿勢が強かった
Ｂ　校長は教育委員会や法人本部等からの指示を待つ受け身的な姿勢が強かった
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学校の取り組みの実施状況＊3

Ａ　教育委員会が協力的だった
Ｂ　教育委員会が非協力的だった
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(6) 休業の途中で課題を回収して、コメントをしたり、添削をしたりした、(7) 電話またはメールで質問を受けつけた、(8) オンライン会議ツールで質問に対応したり、コメン
トしたりした、(9) 学校に来てもらい、対面で指導した、の 9 つの設問について、実施した場合はそれぞれ１点、しなかった場合は 0 点。ただし、(5) のみ、十分説明した 2 点、
多少説明した 1 点とし、合計で 10 点満点となる。
＊４　国立・私立学校は回答数が少ないため分析していない。

校長の姿勢・行動別　臨時休業中の学校の取り組みの実施状況図６

教育委員会の姿勢・行動別　臨時休業中の学校の取り組みの実施状況図７

特集　臨時休業中の苦心と工夫を糧に「学びを止めない」学校づくり
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コロナ禍から何を学び、
何を未来に生かすのか

課題提起
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　３月２日からの臨時休業では、学
年ごとに用意した課題を、教員が各
家庭を訪れて郵便受けに投函したり、
来校した保護者に手渡しをしたりし
て学びが途切れないようにしていま
した。そして、生徒のスマートフォ
ン所持率が約９６％だったことから、
５月３週目からは週２回、オンライ
ン会議ツールによる朝の会を始めま
した。出席は任意としましたが、学
校再開を見据え、規則正しい生活習
慣を取り戻すことがねらいでした。
生徒が臨時休業中に取り組んだこと
を発表し合う機会を設けるなど、生
徒同士をつなぐ工夫も凝らしました。
　通常授業の再開にあたっては、「３
密」を防ぐために時程表を見直しま
した。まず、登校時刻を１０分間遅ら
せました。分散登校時、自転車で通
学する新１年生の一部が道に迷って
いたからです。交通事故の心配もあ
るため、登校時に余裕を持てるよう
にしました。さらに、給食時間は１０
分間延長し、間隔を空けて配膳できる
ようにしました。一方で、校内滞在
時間を変えないよう、授業時間を５
分短縮し、４５分授業としました。
　時間短縮分の補完手段の１つとし
て、大型テレビにスライドを映して

ポイントを押さえた授業にしたり（写
真）、振り返りなどは家庭で取り組み
オンラインで提出させたりと、ＩＣＴ
を活用しています。授業構成を見直す
ことで、学校で指導すべき内容と家庭
で取り組める内容を整理でき、授業の
効率化も図れます。ＩＣＴの利活用は、
９月以降もさらに進める方針です。
　各教科でも、３密を防ぎながら学び
を深める工夫をしています。理科の
実験では、変化を少しでも実感でき
るようにするため、教員が模範実験
を行い、生徒は自席で観察記録する
形としました。体育の授業にはヨガ
を取り入れました。接触や飛沫の感
染リスクが少ない上に、心身が整い、
健康づくりに役立ちます。
　それらはすべて初めての試みで、
新しいことには必ず何らかのリスク
や不確定要素が存在します。しかし、
生徒の学びを保障することを第一に
考えて、実施に踏み切ったのです。

　学校再開以降、登下校時の事故も
なく、生徒は落ち着いて学校生活を
送っています。本校はノーチャイム
制ですが、生徒はすぐに新しい時程
で行動するようになったため、教員が
注意するようなこともありません。
　本校では、学校教育目標に「心豊
かにたくましく、主体的に生き抜く
ことのできる生徒の育成」を掲げ、
日頃から自分で考え、判断する力を
育成してきました。例えば、防災教
育＊では、市のハザードマップを基に
自分の災害時避難計画を立てたり、
隣接する保育所と合同避難訓練をし
たりしています。日頃から自分や他
者の身を守る意識を持つことが、コロ
ナ禍においても、自分を律する行動に
表れていると感じています。
　コロナ禍の収束が見えない中、た
とえ中学１年生であっても、自分の
命は自分で守れるようにしなければ
なりません。自分を律する生徒の姿
は、その様子を見守る保護者の意識
も変えていくでしょう。子どもを起
点とした好循環が生まれ、やがて大
人になった彼・彼女らが、社会をよ
りよく変えていく。教育にはそうし
た力があると信じて、しなやかで力
強い学校づくりに努めていきます。

＊　同校は、文部科学省「学校安全総合支援事業」の拠点校となっている。
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写真　2020年度の卒業記念品として寄贈された
65 型テレビ。後ろの席の生徒にも画面がはっき
り見えるため、ＩＣＴの活用効果が高まっている。

茨城県　古
こ が

河市立総和南中学校　校長　森田泰司 もりた・やすし
古河市の公立小・中学校の校長を歴任。古河市教育委員会参事、独立行政法人教員研修センター主任指導主事等を
経て、2019 年度から現職。

分散登校時に生徒が通学に慣れない様子を見て、森田泰司校長は、登校時刻を10分間遅
らせることを決断した。時程表の変更やICTの活用促進など、目の前の子どもに必要なこ
とを半歩先の視点で考える学校経営によって、生徒も教員も落ち着いた毎日を送っている。

臨機応変に対応できて変化を恐れない、
しなやかで力強い学校をつくる

臨時休業決定後、校長はどう動いたか校長インタビュー

感染リスクを避けるため
生活にゆとりを持たせる

防災教育などを通して、
自分を律する力を育む
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＊ 1　昨年度末から本年度にかけての 25日間。　＊ 2　2002 年度、完全学校週５日制が始まることを契機に設立した豊後高田市の主催する塾。土曜講習や夏季講習などの学習の
ほか、パソコンやそろばんなどの教室、体験教室を開催している。

　校区内で感染者ゼロの状態が続い
たことから、本校の臨時休業期間は
２5日間＊ 1で、ほかは分散登校や短縮
授業とし、６月２日に通常授業を再開
しました。他地域と比べて臨時休業の
影響は小さいと思いますが、学びの
保障において何より有益だったのは、
平時に取り組んできたことでした。
　臨時休業中の学習は、学校が出し
た課題が中心でしたが、２０１９年度
に始めた自主学習ノートにも大半の
子どもが取り組んでいました（写真）。
普段から自分で課題を見つけて取り
組んでいたことが、臨時休業中の自
主的な学びにつながったのです。
　地域による教育格差を生まないと
いう趣旨で始められた市営の「学び
の21世紀塾」＊ 2が、問題集を配布し、
学習番組をケーブルテレビで放映し
たことも、子どもの学びを支えました。
　新入生への対応では、市の施策と
して行ってきた校区内の保幼小連携
や小中連携が功を奏しました。新入
生の情報の事前共有はもちろん、普
段から行事や授業に参加し合う機会
を設けていたため、子どもも教員もレ
ディネスが整っている状態で入学で
き、不安の軽減につながりました。
　本校において、そうした平時の実

践の積み重ねの基礎にあるのがカリ
キュラム・マネジメント（以下「カ
リマネ」）です。本校が重視する主体
性や創造性を育むためには何が必要
かを考え、日課表の工夫や教科横断
的な単元構成などを行い、試行錯誤
を重ねてきました。今回、そうしたカ
リマネの重要性を強く実感していま
す。授業フォローアップの時間確保
のため、各学年が２月中に年度内の
学習内容を終えるように年間計画を
立てていましたが、そのお陰で３月
の臨時休業による未履修は発生しま
せんでした。
　臨時休業中は、中学校区内の各校
の対応が異ならないよう留意しまし
た。特に、学校行事は、全校ですべ
ての行事を中止ではなく延期にしま
した。近隣校の足並みがそろったこ
とで、保護者が無用な不安を抱かな
かったためか、各校の判断に納得し
ていただけました。

　臨時休業を経験し、学校には、「ひ
と・もの・こと」のつながりを通し
て学び続ける環境があることに、改
めて気づきました。人と人とが心と
心でつながるからこそ、子どもは友
人や教員と一緒に学びたいと思い、
学校に来ます。そうした役割を果た
すための方法を創造していくのが、
私たち教員の役目です。
　小さな例ですが、ピンチを前向き
に受け止めて学びを生み出そうと、
臨時休業中は低学年でも自分で健康
チェックシートを記入するようにし
て、自己管理力の向上を図りました。
感染予防の教育も、新たな日常生活に
必要な力を育むことにつながるはず
です。この不測の事態を乗り切るため
の力は、次の時代にも必要な力だと
考え、校長として、これまでのやり方
にはとらわれないようにしています。
　今年度は、高学年の実技教科を中
心に教科担任制を導入し、４月の臨
時休業時には、全教職員で自校の状
況を共有して、育成を目指す資質・
能力を検討し、２０２０年度のグラン
ドデザインに示しました。平時の積
み重ねがどのような事態においても
よりよい教育につながると考え、新た
な挑戦をしていきます。
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写真　自主学習用の「夢チャレンジノート」は、
常に校長室前に展示・公開。他者の取り組みを見
て、自身の学習の参考にできるようにしている。

大分県　豊
ぶ ん

後
ご

高
た か

田
だ

市立真
ま

玉
た ま

小学校　校長　瀬口卓士 せぐち・たくじ
豊後高田市の公立小学校教諭、同市教育委員会学校教育課長等を経て、2019 年度から現職。

特集　臨時休業中の苦心と工夫を糧に「学びを止めない」学校づくり

全学年単学級の小規模校で教育課程の柔軟な編成に取り組む瀬口卓士校長は、これまで
にカリキュラム・マネジメントで築いてきた日々の教育活動が、臨時休業という緊急事態に
おいて大きな成果となって表れたと語る。

カリマネの視点での学校づくりが
臨時休業時の子どもの学びを支えた

平時の取り組みが、子どもの
自主的な学びにつながる

不測の事態を乗り切る力は
次の時代に必ず必要となる
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　本校に着任した４月１日に私がま
ず行ったのは、約８０人の全教職員に
経営方針を伝え、自校の最上位目標
を確認し、全員参加のグループワー
クで自校の現状と問題点を出し合う
ことでした。問題解決の方法を話し
合った結果、接触を避けながら生徒
の学びを保障するためには、オンラ
イン授業しかないという結論に至り
ました。そして、ＩＣＴ環境の整備が
十分とはいえない本校でもできる方
法を探すため、教職員は情報収集に
動き出しました。利用できそうなツー
ルがいくつか見つかると、ツールご
とに担当者を割り振って詳しく調べ、
１週間後にはツール活用研修会を開
きました。その頃には職員室に互い
に学び合う雰囲気ができ、ＩＣＴが苦
手な教員にも前向きな姿勢が見られ
るようになっていました。
　４月は講義動画を配信して教科書
などから課題を出し、双方向型のオ
ンライン授業を始めたのは５月の連
休明けです。本校の学校教育目標は、
建学の精神「考えて行動できる人」
の育成であり、オンライン授業でも自
律的な学びを促すことを目標にしよ
うと、教員間で確認しました。すると、
各教科で話し合い、予習動画を配信し

て事前に視聴させた上で授業に臨ま
せたり、同学年の複数クラスの合同授
業とし、Ｔ２はチャットに投稿された
生徒の質問に回答する役割を担った
りと、一方的な講義型の授業にしない
工夫がなされていました（写真）。
　そうしてオンライン授業が定着し
たことから、緊急事態宣言解除後も、
１学期末までオンライン授業を継続
し、週１日の分散登校と併用するこ
とにしました。生徒数が多い本校で
は、対面授業で「３密」を完全に避
けることが難しいからです。そして、
教務の発案で、５月中は隔週で、６
月からは分散登校の日にオンライン
で行った授業範囲のテストを実施。
学習評価との関連づけも行いました。
　オンライン授業は全教員が初体験
でしたが、教員が問題意識を持って
動いてきた結果、再び臨時休業となっ
ても、学びを継続できる基盤が築け
たことを、教員自身が感じています。

　私が大切にしたのは、最上位目標
の共有と対話の場を設けることです。
最上位目標を共有していれば、自分
たちの取り組みがそれに合致してい
るかを吟味でき、すべきことを判断
できます。そして、その判断を当事
者同士が対話しながら行えば、判断
の内容にも納得でき、その後の主体
的な行動につながっていくからです。
　情報共有も常に心がけました。休
業中は教職員の打ち合わせを１日２
回行い、校務分掌や学年団、教科か
ら上がってきた課題や提案を共有し、
方策を話し合いました。ＩＣＴツール
を調べる担当を割り振ったり、教科
会を頻繁に開くよう勧めたりしたの
も、情報共有を図りながら、チーム
で考え、判断し、動くようにして、
教職員集団を一枚岩にするためです。
　正解がない以上、それぞれの考えの
中から皆が納得する答えを探してい
くしかありません。それは対話によっ
てのみ生み出されます。今回の事態
の経験により、教職員の意識は大き
く変わりました。そうした体験は、
これからの社会を生きる生徒にこそ
必要です。教職員と生徒がかかわり
ながら一緒に学校を築く。そうした
学校づくりを目指していきます。

工藤校長と、P.4-7 で課題提起を行った妹尾昌俊氏による対談が、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
HOME ＞教育情報 ＞ VIEW21 express　または、「VIEW21 express」で検索してください。
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写真　配信する内容や場所を様々に工夫したオ
ンライン授業。取り組みは全教員で共有し、学
校の財産とした。

神奈川県　私立横浜創英中学校・高校　校長　工藤勇一 くどう・ゆういち
山形県と東京都の中学校教員を務めた後、東京都教育委員会、目黒区教育委員会、新宿区教育委員会教育指導課
長等を歴任。2014 年、千代田区立麹町中学校校長に就任し、教育改革を推進。定年退職後、2020 年 4 月から現職。

臨時休業中の４月、私立の中高一貫校に着任した工藤勇一校長は、教職員がチームで動き、
対話によって物事を決める道筋を示した。考えを出し合い、課題を共有した教職員は、自
分がすべきことを見いだし、動き始めた。

目標の共有と対話による合意形成で、
自律した教員集団を目指す

全教職員で方針を議論した
１週間後、ICT研修を実施

納得解を出すためには
対話による合意形成が不可欠
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　臨時休業中、保護者の子どもへの
かかわりは、新型コロナウイルス感
染症の流行前と比較して全体的に増
えていた。高学年に比べて低学年の
保護者は、いずれの項目も肯定率が
高い（図１）。中でも注目したいのは、
保護者が「『勉強しなさい』と言う」だ。
これまでの調査研究から、保護者が
「勉強しなさい」と言うことは、子ど
もの学習意欲や成績とは逆の相関関
係にあることが分かっており、保護
者も子どもの状況を見て「勉強しな
さい」と言っているのだろう。通常授
業がない中で、普段よりも長時間子ど
もにかかわりながら、どうすれば子
どもが自ら学びに向かえるようにな
るのか悩んでいた様子がうかがえる。
　次に、学習を含む様々な悩みや気
がかりの内容を見ていく（図２）。勉
強面や生活リズムの乱れについては、
高学年の保護者が悩む比率が高く、
新型コロナウイルスに関連すること
や人とのつながりに関しては、低学
年の保護者が悩む比率が高い。「勉強」
に関する悩みでは、課題等の確認や
サポートに負担を感じている。また、
今後の勉強の遅れなどへの強い不安
があると推察される。
　ここでは図示していないが、学年
別に見ると、２年生の保護者の悩み
が全体的に多いという結果が出た。

注１）数値は、各項目において ｢増えた｣「変わらない」｢減った｣ という３つの選択肢のうち「増えた」と回答した％。
注２）15の質問項目のうち、「増えた」と回答した比率が50%以上の４項目を表示。　

注１）「その他」を除いた18項目のうち、上位12項目を表示。
注２）複数回答。　

小学生全体 低学年 高学年

生活・遊び・
友だち

子どもが身体を動かす機会がない 68.0 66.2 69.7

子どもが友だちと会えない 63.1 63.4 62.8

子どもが遊べる場所がない 49.9 52.1 47.7

生活リズムが崩れがちになる 40.2 33.0 47.4

メディアとの
つき合い

子どもがテレビやＤＶＤを見る時
間が増えている 46.6 47.9 45.2

子どもがゲーム機やデジタルメ
ディアを使う時間が増えている 47.3 41.7 52.9

勉強

勉強が遅れがちになる 43.6 40.0 47.2

学校から出される宿題・課題への
取り組みの確認やサポートが負担
だ

40.5 40.6 40.3

家庭での勉強のペースが作れな
い 26.0 24.8 27.2

新型コロナウイルス （ウイルス感染が心配で）病院に行きにくい 30.6 33.5 27.7

人とのつながり 子どもが先生や地域の人などとの
つながりをもてない 28.6 31.6 25.7

その他 家で子どもにさせる（する）ことがない 29.8 30.7 28.8

コロナ流行前に比べて、保護者のかかわりが増えたものは？図１

子どもや保護者自身のことについて、抱えている悩みや気がかり図２

0 20 40 60 80（％）

■低学年　■高学年 小学生全体

勉強を教える

「勉強しなさい」と言う

子どもと社会の
出来事やニュース
について話す

子どもが解いた
問題の丸つけをする

71.4 61.5

58.5

53.8

50.8

54.9

62.9
55.7

54.6
53.2

61.9
43.4

（％）

悩みながらも、普段にも増して
子どもとかかわる保護者

保護者のかかわりと悩み

「幼児・小学生の生活に対する新型コロナウイルス感染症の影響調査」結果より調査報告

ベネッセ教育総合研究所では、多くの学校が臨時休業を実施していた2020年５月下旬、幼児と小学生の保護者を
対象とした調査を行い、臨時休業中の子どもの生活や学習に関する実態、保護者自身の意識などを明らかにした。
同調査を担当した研究員が、小学生に関する主な調査結果とそこから推察できることを解説する。

臨時休業中の
親子の実態と保護者の意識
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恐らく、入学後１年かけて学校に慣
れ、学習習慣が定着し始めた矢先に臨
時休業となり、子どもの学習への影響
が大きいと保護者が感じたのだろう。

　図３は、調査時点での家庭学習時
間を示したものだ。学習時間全体の
うち、学校の宿題が占める時間が最
も長い。また、デジタルメディアを
利用した人の比率は、全体の約５割
だった。デジタルメディアは、臨時
休業中の学習ツールとして一定の役
割を果たしていたようだ。
　参考値となるが、平時（親子パネル
調査［２０１８年］）の学習時間と比較
すると（図４）、臨時休業中は学校に
行かないため、今回の調査結果の方
が家庭学習時間は長かった。また、学
校での成績が上位の子どもほど、家
庭学習時間が長いといった傾向は、
どちらの調査も同じだった。
　注目したいのは、臨時休業中、学
力層による家庭学習時間の増え幅の
違いだ。成績上位層ほど、平時より
も臨時休業中の方が、家庭学習時間
の増え幅が大きい。特に、高学年の
方が低学年よりその差が大きい。そ
れは、教科学力の格差が広がったこ
とを意味する。背景には、家庭環境
や保護者のかかわりによる違いが影
響していることが推察される。
　デジタルメディアの活用について
は、当時の登校状況にもよるが、保
護者の意識に変化が見られた（図５）。
ＩＣＴ環境の整備に関する行政の支援
を期待する声は７割を超えており、
「ＧＩＧＡスクール構想」の早期実現が
待たれる。
　図６は、保護者が考える、デジタ
ルメディアを活用した学習のメリッ
トである。デジタルの利便性や、学

家庭での平均学習時間図 3

家庭での平均学習時間（2020年5月下旬と平時との比較）図 4

注１）全体人数を母数とした（勉強していない人は0分として算出）。
注２）デジタルメディアを利用した人の比率は、学校の宿題をする（デジタルを使う）、学校の宿題以外の勉強をする（デ
ジタルを使う）、オンラインで授業を受ける（学校や習い事、塾を含む）のうち、どれかを利用した人の％。　

注１）小学１年生は成績を尋ねていないため、小学２～６年生の数値で比較した。　
注２）2018年７〜９月に実施した調査と比較するため、「オンラインで授業を受ける時間」は除いた。　

コロナ流行前と比べ、デジタルメディアを活用した学習への意識の変化図５

注１）数値は、「そう思うようになった」（とてもそうである+まあそうである）の合計（％）。
注２）小学生の保護者に尋ねた14項目のうち、「そう思うようになった」比率が5割を超えた９項目を表示。
注３）図中のピンク色は、項目ごとに、登校状況３区分（「通常通り」「分散登校」「登校していない」）の中で最も高い
数値を示している。

全体 小学校低学年 小学校高学年

学習時間

うちデジタ
ルメディア
を 使った
学習時間

学習時間

うちデジタ
ルメディア
を 使った
学習時間

学習時間

うちデジタ
ルメディア
を 使った
学習時間

学校の宿題をする（①） 71.1分 9.0 分 64.3 分 7.5 分 77.9 分 10.4 分

学校の宿題以外の勉強をする
（学習塾の宿題を含む）（②） 41.2分 12.4 分 32.4 分 8.8 分 50.0 分 16.0 分

オンラインで授業を受ける（学
校や習い事、塾を含む）（③） 13.0 分 8.3 分 17.7分

①＋②＋③の合計 125.3 分 34.4 分 105.0 分 24.6 分 145.6 分 44.1分

家庭での学習において、デジタ
ルメディアを利用した人の比率 48.6% 43.5% 53.7%

小学２・３年生 小学４〜６年生

成績３区分 成績３区分

上位 中位 下位
上位 -
下位

上位 中位 下位
上位 -
下位

本調査 125.6 97.8 92.6 33.0 158.7 118.2 78.5 80.2

親子パネル調査
（2018年） 58.6 50.8 48.2 10.4 86.9 70.2 63.2 23.7

全体
（n=1,236）

登校状況

通常通りに
登校している
（n＝135）

分散登校
している
(n=482)

登校
していない
（n=619）

デジタルコンテンツが多くて、何がいいものか
分からない 72.7 70.4 72.6 73.4

子どもが家庭で学習するためのデジタル環境の
整備を国や自治体に支援してほしい 71.9 69.6 72.4 72.1

あなた自身がデジタルメディアを使いこなす力
を身につけたい 63.9 57.8 63.9 65.1

学校はデジタルメディアの活用（映像配信やオ
ンライン授業を含む）を進めてほしい 61.2 51.1 59.9 64.3

デジタルメディアがないと子どもの生活は成り
立たない 59.3 46.0 56.4 64.5

デジタルメディアでは子どもの学習状況が見え
ないので不安である 58.7 59.3 58.5 58.6

子どもは自然にデジタルメディアの適切な使い
方を身につけていく 58.4 63.0 57.7 57.9

有害サイトへのアクセスが心配なので、デジタ
ルメディアを使わせたくない 58.3 60.8 59.3 57.0

子どもの学習にデジタルメディアを活用させた
い 56.4 43.7 53.8 61.2

22.6ポイント差 56.5ポイント差

（％）

（分）

家庭学習時間は増えるものの
学力差が拡大

臨時休業中の学習
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習の動機づけになる可能性が上位に
挙げられている。図５と併せて考え
ると、保護者は子どもの心身への悪
影響を心配しながらも、一方では学
習に活用させたいという相反した思
いを持つ様子がうかがえる。
　今後は、そうした保護者の不安の
解消と期待に応えるためにも、情報
モラルや情報リテラシー教育を充実
させる必要性が一層高まるだろう。

　学校教育や家庭教育に対するコロ
ナ流行前との意識の変化を見ると（図
７）、保護者の複雑な心境が表れてい
る。子どもの育ちや学びは、家庭だ
けでは成立しないと思いながらも、
保護者のかかわり方で決まると思う
ようになったり、子どもの勉強や生
活習慣に関する責任は家庭が負うべ
きだと思いながらも、それらを学校
の役割として期待したりする、といっ
たことだ。臨時休業によって、学校
は勉強だけではなく、生活面でも大
きな役割を果たしていることを、保
護者が実感したことの表れだろう。
そうした声は、保護者の自由記述回
答にも多数見られた（図８）。
　コロナ禍によって、保護者は様々
なことを考え、当たり前だと思って
いたことがそうではないことに気づ
いた。これをきっかけに、これから
の学びを、学校と保護者が共に考え、
協力する動きが強まることを願う。

出典　ベネッセ教育総合研究所「幼児・小学生の生活に対する新型コロナウイルス感染症の影響調査」
◎調査時期：2020年 5月下旬　◎調査方法：インターネット調査　◎調査地域：全国　◎調査対象：1歳児～小学6年生の子どもを持つ母親2,266人。今回の分析対象は
そのうち小学生の母親1,236人（調査時点における子どもの登校状況別では、通常登校：135人、分散登校：482人、登校していない：619人）
◎主な調査項目：子どもの生活実態や子どもの様子／母親の子育ての悩みや気がかり、子育てにかかわる意識、養育行動、今後の子育て・教育への意向
本調査結果の詳細は、右記ウェブサイトをご覧ください。https://berd.benesse.jp/research/

ベネッセ教育総合研究所主任研究員　邵　勤風
しょう・きんふう／子ども・保護者・教員の意識や実態に関する調査研究を担当。近年、子どもの主体的な学びを支える学び方や周囲の支援に関
心を持ち、学び方に関する理論研究や実証研究に取り組む。

データ解説

デジタルメディアを活用した学習のメリット図 6

コロナ流行前と比較した、学校教育や家庭教育に対する保護者の意識の変化図７

注）「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％。

● デジタルメディアの活用について
•学校は、専門家の協力を得て設備を整え、再度臨時休業となった際には速やかにオンライン授業
ができるように準備してほしい。現在のオンライン授業のやり方では、保護者の負担が大きすぎる。

•今後、オンライン教育が加速していくと思う。子どものペース、実力に応じて勉強を進めていき
たいと思うようになった。

● 学校教育の役割について
•学校は、子どもの心身の成長には欠かせない場所だが、学校から出された課題を見ると、頼りす
ぎてはいけないと感じた。学校再開後も、子どもの学習に親がかかわることは必要だと感じた。

•家庭だけで子どもの生活習慣を整える難しさを感じた。学校は行くだけでも緊張感や友人とのか
かわりなどの意義があるものだと分かった。

•学習を学校に任せ過ぎてはいけないと思った。家庭でもある程度支援できるようにしなければな
らない。

自由記述回答（抜粋）図８

56.5 ポイント差

100806040200 （％）

どこでも勉強できる

子どもが楽しく勉強できる

自分から進んで勉強できる

親は関わらなくても子どもが一人で勉強できる

学習習慣が身につく

勉強の内容への理解が深まる

学力がつく

勉強に集中できる

友だちと学びあうことができる

80.5
79.1

62.0
59.3
57.0
53.1
51.3
46.0

34.0

100806040200 （％）

子どもが園・学校に通わないと
保護者の負担が大きすぎる

家庭だけでは子どもの
育ち・学びは成り立たない

子どもの育ち・学びは
保護者のかかわり方で決まる

子どもの勉強や生活習慣は学校に
任せず家庭が責任を持つべきだ

子どもの勉強だけでなく、生活習慣
づくりも学校に担ってほしい

家庭環境の違いによる学力格差を
埋めるのは学校の役割だ

学校に通わなくても勉強はできる

そう思うようになった コロナ前と変わらない
そう思わなくなった

85.7 3.2 11.1

85.1 6.6 8.3

75.0 9.1 15.9

55.3 13.5 31.2

51.4 12.9 35.6

47.6 12.1 40.3

38.4 3.7 57.9

特集　臨時休業中の苦心と工夫を糧に「学びを止めない」学校づくり

コロナ禍を契機に
学校の役割を再認識

「コロナ前」との意識の変化
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　教員を始めとする学校関係者、子
どもや保護者に大きな衝撃を与えた、
国からの臨時休業要請。埼玉県戸田
市教育委員会（以下、市教委）は、
準備期間が必要だとして、休業開始
日を２日間延期し、３月４日とした。
戸田市立戸田第二小学校の山根淳一
校長は、当時勤務していた前任校で
の様子を次のように振り返る。
　「予想もしていなかった事態に、学
校中が驚きました。できるだけ多く
の家庭学習教材を子どもに渡そうと、
朝から印刷機をフル稼働させ、学習
プリントなどを用意しました」
　戸田第二小学校でも、漢字や計算
の課題、副教材の活用法や学習用の
ウェブサイトなどを記したプリント
を配布した。

　３月２４日には規模を縮小して卒業
式を行い、新年度からの学校再開の準
備も進めていた。しかし、緊急事態
宣言の発令が濃厚となった４月６日、
市教委は臨時休業延長を決定した。
　「教育長からは、『力のある学校づ
くりを目指してほしい』と言われま
した。外出自粛による経済活動への
影響から、今後、経済的に厳しい家庭
が出てくることが予想されたため、
そうした状況を乗り越えられるよう
な教育活動をしなければならないと
いう思いを抱きました」（山根校長）
　山根校長は、２０２０年度の合い言
葉を「つなぐ、つむぐ」にすること
を職員会議で提案した。
　「臨時休業を経験し、子ども、教員、
家庭、地域がつながってこそ教育活

動は成果を生み、子どもたちが輝く
のだと改めて気づきました。前年度
のうちに、研究主題は『つむぐ』に
決定していましたが、『今は皆をつな
ぐことが大事であり、それが新しい
学びをつむぐことにつながる』と教
員に提案したところ、賛同してくれ
ました」

　臨時休業期間に「つなぐ、つむぐ」
手段として活用したのが、ＩＣＴだ。
同校はＩＣＴ教育を推進しており、教
員も子どもも機器の操作に慣れてい
た。休業が長引く中、ＩＣＴを活用して
担任が子どもを見取る仕組みがつく
れないかと考え、４月９日にはオン
ライン会議ツールの活用を前提とし
た研修を実施した。
　市教委もオンライン学習の実施を
検討し、４月１５日の臨時校長会では、
４月最終週を目標に各校が作成した

６年生と３年生を通わせる保護者
の声（以下、同）「突然の休業に戸惑

うばかりで、マスコミが何度も言う
『学びを止めない』の言葉がただ
不安でした。学校から紹介された
オンライン学習に取り組ませる余
裕はなく、とにかくたくさんプリン
トをやらせようと焦っていました」

埼玉県戸田市立戸田第二小学校は、突然の臨時休業に戸惑いつつ、４月には授業動画の作成に着手。５月からは
学習計画表を配布し、授業動画とアウトプットを組み合わせた学習支援を開始した。子どもが自分で学べるように工
夫を凝らし、自律的な学びへと導いた様子を、同校の保護者と児童の話も交えながら振り返る。

工夫を凝らした授業動画と学習計画表で、
子どもの自律的な学びを支える
埼玉県　戸田市立戸田第二小学校

臨時休業中の学校づくり事例１

「つなぐ、つむぐ」を
新年度の合い言葉に

臨時休業決定の当初

◎1952（昭和27）年開校。市内最大級の大規模校。
文部科学省、埼玉県、戸田市から様々な研究指定
を受け、カリキュラム・マネジメント、学び合い、
英語教育、ICT活用などを研究。

校長	 山根淳一先生
児童数	 約 1,000 人　
学級数　33 学級（うち特別支援学級 4）
電話	 048-442-2675
URL	 https://www.toda-c.ed.jp/site/toda2-e/

校長

山根淳一
やまね・じゅんいち

国立大学附属小学校教諭、
埼玉県教育局指導主事、
戸田市教育委員会指導課
長、戸田市立新曽北小学
校校長を経て、2020年度
から現職。

オフライン・オンラインで、
家庭と学校をつなぐ

臨時休業の延長決定後
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動画を配信する方針が伝えられた。
そして同時期に、オンラインによる
ＩＣＴ活用の研修会を実施するなど、
学校現場をバックアップした。
　「本校では、９６．２％の家庭がイン
ターネットに接続できる端末を持っ
ていました。ただ、端末を持たない
家庭やデータ通信量が従量課金制の
家庭もあることから、オンラインと
オフラインを組み合わせて家庭と学
校をつなぎ、子どもの学びを支えよ
うとしました」（山根校長）
　オンラインでは、授業動画を使った
学習支援やオンラインドリルによる
個別学習、オンライン会議ツールを利
用した「学級の時間　ＴＭＣ（Teacher 
Meets Children）」を実施。一方、オ
フラインでは、子どもの下駄箱に家

庭への配布物を置き、保護者が都合の
よい時に取りに行ける「下駄箱郵便
局」や、学校図書の貸し出し、スクー
ルカウンセラーとの面談を用意した。
　そして、４月下旬に保護者に来校
してもらい、市教委作成の「オンラ
イン学習家庭用手順書」や動画配信
ツールのアカウントなどを配布した。
同手順書は、市教委から支給された
データの１枚目に学校名を入力して、
印刷したものだった。

　授業動画を使った学習支援をどの
ように進めたのか。４月１５日の臨時
校長会の後すぐ、山根校長は教員に
授業動画を使った学習支援を行う意
向を伝えた。併せて、市教委の方針
として、動画は編集をせずに１回の
撮影でよいことや、教員が動画に登
場する必要のないこと、１つの動画
は１５分程度とし、分かりやすさを優
先してほしいことなどを説明した。
　「『まずは、担任や学年の紹介から
始めましょう』と呼びかけました。
授業動画は、その先のステップでよ
いことを示しました」（山根校長）

保護者の声「手順書には、操作を
間違えやすい箇所などが画像とと
もに説明されていました。３年生
の子どもでもそれを見れば１人で
操作ができ、保護者の間でも『分
かりやすい』と評判でした」

臨時休業要請から学校再開までの国、戸田市教育委員会、戸田第二小学校の主な動き図１

国 戸田市教育委員会 戸田第二小学校

2/27 全国の小・中学校、高校、特別支援
学校に 3/2からの臨時休業を要請

2/28 3/4からの臨時休業を決定

3/4 臨時休業に入る

4/2 2020 年度の合い言葉を「つなぐ、つむぐ」に決定

4/6 5/6までの臨時休業延長を決定

4/7 ７都府県に緊急事態宣言を発令 市教委と学校の連名で、保護者に家庭の ICT 環境状況を確認するオンライン調査を実施

4/8-10 教科書等を配布（保護者来校による手渡し）

4/13-16 ICT 活用に係るオンライン研修会を実施（参加者計194人）

4/15 ４月最終週を目標にオンライン学習の実施を各校に求め
る。全児童生徒分のオンラインツールのアカウントを用意

臨時校長会後、運営委員会を開き、オンライン学習
の趣旨等を伝え、動画作成に着手

4/16 全国に緊急事態宣言を拡大

4/21 臨時休業中の学習の保障等について通知 4/20-5/1分の課題をホームページ上で公開

4/22-27 保護者に ICTを活用した教育活動の実施を伝える 「オンライン学習家庭用手順書」、動画配信ツールの
アカウント等を配布（保護者来校による手渡し）

4/27 授業動画の配信を開始

4/28 改正著作権法施行 5/31までの臨時休業延長を決定。市内の小学校でオ
ンライン学習を開始

4/30 オンライン学級会の実施を検討

5/4 ５月末までの緊急事態宣言延長を決定

5/11-12 学習計画表等を配布（保護者来校による手渡し）

5/13 アカウント管理に係るオンライン研修会を実施 全学年で授業動画を使った学習支援を開始

5/14 39 県の緊急事態宣言を解除

5/19 オンライン学習に関する情報交換に係るオンライン研修を実施

5/25 全国の緊急事態宣言を解除

5/26 6/1からの学校再開を決定

6/1 12日まで分散登校とし、授業と家庭学習（授業動画
を使った学習等）を組み合わせた教育活動を実施

6/2 入学式を2回に分けて実施

6/15 通常登校を再開

＊文部科学省ウェブサイト、戸田市教育委員会ウェブサイト、戸田第二小学校提供資料、取材を基に編集部で作成。

特集　臨時休業中の苦心と工夫を糧に「学びを止めない」学校づくり

２〜３人のチームを組み、
授業動画の作成に着手

授業動画の作成
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　教員は未経験の動画作成に戸惑い
と不安を感じながらも、各学年で２
〜３人のチームを結成し、動き始め
た。当時、教員は３分の１ずつの交
代出勤としていたため、チームのメ
ンバーの出勤日が同一となるように
調整。市教委から学校所有のタブレッ
ト端末の持ち帰りが許可されたため、
在宅勤務時にも作業を進めた。そし
て、オンライン会議ツールによる職員
集会や学年会で、動画作成の状況も
報告し、各自の工夫を共有した。
　１週間後には各学年で数本ずつの
動画が完成し、４月２７日から順次配
信。改正著作権法が施行された４月
２８日以降は、教科書などを用いた授
業動画の作成が本格的に進められた。

　５月には、子どもが計画的に学習
を進められるよう、１週間単位の学
習計画表（図２）を全学年に配布した。
１コマ４５分間とし、午前・午後に各
３コマを設定。１〜４時間目は、実
技を含む全教科と、英語、道徳、プ
ログラミング（高学年のみ）の学習
を割り振り、５・６時間目（１年生
は５時間目のみ）は自主学習とした。
　「学習計画表は、教務主任がひな形
を作成し、各学年で詳細な計画を立て
ました。自主学習を組み込んだのは、
本校が行っている自分で課題を決め
て取り組む学習を、家庭でも実践して
ほしいと考えたからです」（山根校長） 　１〜４時間目は、教員が作成した

授業動画の視聴と、問題を解いたり、
作品を製作したりするアウトプット
の組み合わせとし、子どもが意欲的
に学習に取り組めるようにした。授
業動画は約２０分間で、主にプレゼン
テーションソフトで作成。最初にク
イズを出したり、既習内容を振り返っ
たりして、通常授業と同じように学

習内容への関心を喚起し、子どもが見
通しを持って取り組めるようにした。

５月13日から通常登校が始まるまでの５週間、教科書の単元名と該当ページ、授業動画の有無を明記し
た１週間単位の学習計画表を全学年で作成・配布。低学年では、保護者がサポートしやすいよう、学習
内容を詳細に記した。チェック欄も設けて、達成状況を可視化。午後の自主学習は、子どもが自分で１
週間の計画を立てて取り組むように伝えた。� ＊戸田第二小学校提供資料を一部加工して掲載。

＊戸田第二小学校の児童と保護者への取材を基に
編集部で作成。

保護者の声「学習計画表に書かれ
ていた『教科書以外のものを使っ
てもかまいません』『自分のペース
で取り組みましょう』という発信
が、子どもに響いたようです。そ
れをきっかけに、毎日の学びに主
体性が見られるようになりました」

保護者の声「動画とセットのワー
クは授業動画に対応した内容で、
単に授業動画を視聴するだけでは
なく、子どもと先生の双方向のや
り取りに近い形の学びになってい
ました。私がそばにいなくても、

学習計画表（例）と見方図２

授業動画から学びを広げた子どもたち図３

家庭科で、授業動画を
見ながらマスクを製作。

国語の授業動画
で、漢字の部首
について学習。

図工の身近な素
材を使った創作
活動の動画を見
て、折り紙に挑戦。

自主学習では、
掃除用のぞうき
んを作ろうと、家
にあった雑誌で
作り方を調べて
ノートにまとめ、
家の中から材料
を集めて縫った。

学習後、姉弟で漢字辞典を見ながら部首を
当てるクイズを出し合った。

自主学習では、万華鏡の作り方をインター
ネットで調べて製作。完成させた後も、さ
らにきれいに見えるように工夫を重ねた。

動画とアウトプットを組み合わせ
子どもの学習意欲を高める

授業動画を使った学習支援
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0 20 40 60 80 100（％）

オンライン動画の
学習頻度

毎日学習している
１週間（月～金）で３、４日学習している

全く
学習して
いない

１週間（月～金）で1、2日学習している
土日中心で学習している

65.2 22.7 7.1 4.0 1.0

オンライン動画の
分かりやすさ

大変分かりやすい おおむね分かりやすい
分かり
にくい少し分かりにくい

23.1 63.1 12.8 1.0

オンライン動画
学習の満足度

大変満足 おおむね満足している 少し不満がある 不満

11.6 71.2 14.4 2.8

通常登校再開後、保護者を対象に、授業動画を使った学習支援に関してアンケートを実施した。
＊戸田第二小学校提供資料を基に編集部で作成。

　配信された動画は、いつでも視聴
が可能だ。家庭では通常授業のよう
な時間の制約もなく、自分のペース
で学習を進められるため、子どもは
興味・関心を広げながら学びを進め
ていた（図３）。

　オンライン会議ツールを使った双
方向型のＴＭＣは、学級会に相当す
る時間で、健康観察のほか、事前に伝
えたテーマについて１人ずつ発表し、
子ども同士をつなぐ場とした。高学
年は、臨時休業に入る前の２日間でオ
ンライン会議ツールを体験しており、
ＴＭＣではチャットに書き込みをしな
がらクラスメートと交流を深めた。
　「保護者には特に依頼をしていませ
んでしたが、子どものそばで支援す
るなどの協力をしていただき、スムー
ズに進めることができました」（山根
校長）
　学習計画表の活用は、６月の分散登
校時にも続けられ、登校日の午後の家
庭学習は臨時休業中と同様に、授業
動画とアウトプットを組み合わせて
行った。そうして配信された授業動画
は、１日約３本、合計３５０本に上った。

　通常授業再開後、保護者を対象に、
授業動画を使った学習支援に関する
アンケートを実施したところ、約８
割が満足と回答した（図４）。そして、
一度花開いた主体的な姿勢は、今も
子どもを学びへと突き動かしている。

　臨時休業中に培った経験は、学校
再開後、「３密」を防ぐことにも生か

されている。朝会はオンライン会議
ツールを利用して各教室で視聴する
形とした。今後は、ボランティアに
よる読み聞かせや保護者会もオンラ
インで実施する予定である。
　オフラインとオンラインを組み合
わせた授業にも挑戦している。例え
ば、家庭科では、ウイルス感染を防
ぐため通常の調理実習を実施できな
い。そこで、教室と家庭科室をオン
ライン会議ツールで結び、教員が調
理する様子を見せた。帰宅後、子ど
もは配信された授業の動画を見なが
ら実際に調理し、その様子を撮影し
て学習支援ソフトウエアで提出した。
　さらに、新型コロナウイルスの感
染予防をしながら対話的な学びを実
現する工夫を、教員から募集した。
すると、オフラインでは座席の位置
の工夫や思考ツールを利用した方法、
オンラインでは学習支援ソフトウエ
アなどを活用したアイデアが集まっ
た。それらは冊子にまとめて「Ｔ２ 
New Normal」とし、今後の教育活動
に生かしていく。
　「確かに今は大変な状況です。しか
し、どんな状況にあっても、子ども
たちをつなぎ、深い学びを実現する
ためにはどうすればよいか、皆で知
恵を出し合い、議論し、新たな学び
をつむいでいきます」（山根校長）

毎日自分で動画を見て、目標を決
めて学習する子どもの姿に、学校
に任せておけば大丈夫と安堵しま
した」

6年生の児童の声「動画の初めに
は毎回振り返りがあり、前の学習
内容を忘れていた時には、その動
画を見直してから新しい学習に取
り組みました。自分のペースで動
画を止めたり、再生したりしなが
ら学習できるのも、動画ならでは
でよかったです。午後の自主学習
の時間も、午前中に見た動画でや
りたいなと思ったことに自由に取
り組めて、楽しかったです」

保護者の声「新型コロナウイルス
の感染者数の推移が棒グラフで示
されているのを見て、折れ線グラ
フとの使い分けに疑問を持った子
どもは、自分でインターネットで
調べ、その理由に納得してから棒
グラフを作成していました。我が
子ながら、その姿に感動しました」

保護者の声「自分の知りたいこと

に気づき、遠回りしながらも自分
に引きつけて学ぶ子どもの姿に、
これこそが『学び』なのだと実感し
ました。１人で学べたのは、これ
まで学校でそうした経験を積み重
ねてきたからだと思います。親が
干渉しない方が子どもは伸び伸び
学ぶのだと、意識が変わりました」

保護者アンケートの結果図４

特集　臨時休業中の苦心と工夫を糧に「学びを止めない」学校づくり

どんな状況でも目的達成に向け
全教員で知恵を出し合い考える

成果と展望
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　埼玉県久喜市は、「ＧＩＧＡスクール
構想」が目指す学びのあり方を「久
喜市版　未来の教室」と呼ぶ。現実の
教室と仮想教室を連動させ、教育の
個別最適化とSTEAM＊１化の実現に
向け、２０１９年度からＩＣＴ環境の整
備を進めてきた。臨時休業となった
２０２０年３月、新年度からＩＣＴ環境
を活用した教育活動を行うよう柿沼
光夫教育長から提案があり、指導課の
川島尚之指導主事らは、直ちにオンラ

イン学習導入に向けた準備を始めた。
　「ＩＣＴ環境も先生方の活用ノウハ
ウも不十分なため、学校現場からは
不安の声が上がることが予想されま
したが、子どもたちが学校に通えな
い以上、挑戦すべきだと考えました」
　久喜市教育委員会（以下、市教委）
内部にもオンライン学習に詳しい職
員はいなかった。そこで、必要なツー
ルなどの基本的な内容から、市教委
内で分担して情報を収集。活用法を
取りまとめて、４月６日の校長会で
オンライン学習の導入を伝えた。そ
して、教員向けの研修会や、保護者ア
ンケートによる家庭のＩＣＴ環境調査

などの準備を進め、４月中には３４の
すべての市立小・中学校がネット上
での指導や情報発信を始めた（図１）。
　その方法は、動画配信やオンライ
ン会議ツールを使った指導など、様々
であるが、市教委が特定の方法を指
定することはせず、学校規模や家庭
の状況に応じて各校が自由に決めら

＊１　STEAM は、Science、Technology、Engineering、Art、Mathematics の頭文字で、科学・技術・工学・芸術を始めとする文化的教養・数学に重点を置いた教育や人材育成のこと。

コロナ流行前と比べた、母親のかかわりの変化図１
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新型コロナウイルスの感染拡大による臨時休業に対応するため、急きょ2020年度からのオンライン学習支援に踏
み切った埼玉県久喜市。4月上旬に全校参加の研修会を行い、同月内には全市立小・中学校34校が支援をスタート
させた。子どもの学びの実現に向けて、教員が主体的に取り組んだ結果、ICTスキルの向上にもつながっている。

教員の意欲喚起と環境整備に力を入れ、
オンライン学習支援を全校で実施
埼玉県久喜市

臨時休業中の学習支援

◎埼玉県東北部、都心まで 50km 圏内に位置す
る。近世には久喜藩が置かれ交通の要衝として栄
えた。現在は複数の広域幹線道路が市内を貫き、
高い交通利便性を有する。2009 年に鷲宮町・栗
橋町・菖蒲町と合併し現在の市域が定まる。

埼玉県
久喜市

プロフィール

人口　約 15 万人　面積　82.41㎢
公立学校数　小学校 23 校、中学校 11 校　児童生徒数　約１万 600 人
電話　0480-22-5555（教育委員会代表）
URL https://www.city.kuki.lg.jp/kosodate/kyoikugyosei/

kyoikuiinkai/index.html

久喜市教育委員会
教育部指導課指導主事
兼課長補佐兼指導係長

川島尚之
かわしま・なおゆき

埼玉県公立小学校教諭を
経て、現職。

臨時休業中のオンライン学習支援を通して、
教員のＩＣＴスキルの底上げを図る

事例２

久喜市教育委員会の施策

目指せ、久喜市版「未来の教室」
初めは教委も学校も手探り

オンライン学習支援導入の経緯

久喜市が各校に整備したＩＣＴ環境

端末の種類／OS／容量　個別に端末によって異なる　
端末の台数　教員用タブレット　各校９台、児童・生徒用タブレット　各校 40 台
ネットワーク　回線速度　上り 200Mbps / 下り 100Mbps
サーバー方式　センター集約型　
アクセスポイント　各階の廊下に設置。回線は各教室に達しているため、使用時にア
クセスポイントを移動
貸出用機器　複数企業の提供によるスマートフォン、パソコン、ルーター等 計数百台

◎2020年度末までの変更点（予定）
端末の種類　Chromebook 児童生徒１人１台、家
庭への持ち帰り可能
インストールアプリケーション　ミライシード（オ
クリンク、ムーブノート、ドリルパーク）
ネットワーク　回線速度上下とも１Gbps
サーバー方式　ISP 直結式
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れるようにした。その背景には、「久
喜市版　未来の教室」を見据え、教員
のＩＣＴスキルを高めたいというねら
いもあったと、川島指導主事は語る。
　「教育にＩＣＴを活用することに教
員自身が必然性や価値を見いだせな
ければ、オンラインでの学習支援を
始めても、負担に感じるだけで長続き
はしないでしょう。臨時休業となり、
子どものために何かしたいと先生方
は思っていました。その熱意でオン
ライン学習支援に取り組めば、ＩＣＴ
の利点に気づき、スキルも高まるとい
う好循環が生まれることを期待しま
した」
　通信環境がない家庭の子どもには、
市教委の貸出用端末やルーターを渡
すとともに、在籍校のパソコン教室
を利用できるようにした。それでも、
個別の事情で参加できない児童生徒
がいたため、市教委はオンライン学
習支援の位置づけを「授業」ではな
く、プリントや電話などとともに、あ
くまで臨時休業中の学習支援の手段
の１つとした。
　保護者アンケートの結果では、リア
ルタイムで直接コミュニケーション
が取れるオンライン会議形式を希望
する保護者が多い学校もあれば、都合
のよい時間に視聴できる動画配信を
希望する保護者が多い学校もあった。
各校は家庭の希望に応じつつ、子ど

もに合った支援のあり方を模索した。

　市内の多くの学校が実践したオン
ライン会議ツールを利用した学習支
援は、おおむね次のように進められ
た。まず、子どもとあいさつを交わ
した後、教員がプレゼンテーション
ソフトで作成したスライドを映しな
がら、本時のねらいと学習内容、学
習の進め方を説明。そこで示された
教科書や副教材の問題に各自が取り
組む。途中、子どもに自分の考えを
発表させ、「Ａさんはこう言っていま
すが、Ｂさんはどう思いますか」と
いった形で意見交流を行う。最後
に、その授業のまとめを子どもがア
ンケートフォームに入力して送信し、
終了となる。１コマは４５分程度だ。
　ほかに、約３００の授業動画を作成
して視聴させた学校や、教員が面を
つけて登場するなど、工夫を凝らし
た動画を作成した学校もあった。ま
た、上記のような双方向型のオンラ
イン学習支援も、数回程度から毎日行
う学校まで、実施頻度は様々だった。
　しかし、次第に教材をメインに映
して、子どもが一緒に学習を進めら
れるような双方向型の指導が増えて

いき、内容も学習支援の要素を強
めたスタイルに落ち着いた学校が多
かったという。

　市教委は、オンライン学習支援の
基本的な考え方やおおよその道筋を
示したが、細かな方法は伝えすぎな
いようにした。大きな方向性を理解
し、必要性を感じた教員は、初めて
の挑戦でも自ら動いてくれると期待
したからだ。
　しかし、すべてを学校に任せきり
にしたわけではない。現場支援とし
て、ＩＣＴを活用した指導のノウハウ
や悩みを共有するサイトを立ち上げ
た。「こんな課題がある」「こうして
解決した」など、教員同士がチャッ
トでやり取りしたり、教材をアップ
して共有したりすることができるサ
イトだ。時には、指導主事も問題解
決のヒントを調べて投稿した。
　さらに、保護者からの学校への問
い合わせを減らすため、「ログインで
きない時は」など、よくある質問に
答える保護者向けのFAQサイトも立
ち上げた。
　今後の課題は、新型コロナウイル
スのさらなる感染拡大への備えだ。
次に臨時休業となった場合には、５
月までの臨時休業時に行っていた学
習支援から一歩進めて、オンライン
学習を評価の対象にもできる内容に
することを目指す。年度内には子ど
も１人１台のタブレット端末の配備
も完了予定であり、家庭の通信環境
が整えば、毎時間の子どもの到達度
や単元テストをＣＢＴ＊２で行い、評価
できるようになる。
　将来的には、ＡＩ（人工知能）の活
用も検討する考えだ。例えば、ドリ
ル学習では、ＡＩで成績データを分析

＊２　Computer Based Testing の略。コンピューター上で実施する試験。

オンライン学習支援の実施までの経緯図１

４月６日 校長会でオンライン学習の導入を伝え、概要を説明。

４月７日 教頭会でより具体的な実施の手順を説明。

４月中旬
オンライン学習で利用するクラウドサービスの使い方、オンラインで実施
可能な授業方法などについて記した手順書を作成し、各校に送付。

４月中旬 34 のすべての市立小・中学校の担当者に対して研修会を実施。

４月10日 主に小規模校を皮切りにオンライン学習支援を開始。

４月13日から
５日間

保護者にインターネットと電話でアンケートを実施。家庭の ICT 環境や、
オンライン学習時に子どものそばで見守れるかなどを聴き取る。

４月中 全市立小・中学校でオンライン学習支援が始まる。

＊久喜市教育委員会への取材を基に編集部で作成。

特集　臨時休業中の苦心と工夫を糧に「学びを止めない」学校づくり
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試行錯誤を繰り返し、
学習支援の質を高める

オンライン学習支援の形態

悩み相談・家庭向けFAQサイト
を開設し現場の負荷を軽減

市教委の支援
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　オンライン学習の導入を市教委か
ら提案された時、久喜市立砂原小学
校の飯野純子校長は、若干の戸惑い
がありつつも、ＩＣＴ活用推進のチャ
ンスになると考えたと話す。
　「『ＧＩＧＡスクール構想』によって、
今後、授業でのＩＣＴ活用が進みます
が、今でもよい授業をし、ＩＣＴを取
り入れる必然性を感じていない教員
が多い状況でした。今回の臨時休業
で、子どもの学びを止めてはならな
いという使命感が、ＩＣＴを活用する
きっかけになると期待しました」
　同校がオンライン学習の導入にあ
たって留意したのは、保護者の理解
と協力を得ることだった。通信環境
の制限があったり、子どもがインター
ネットを利用することに抵抗があっ
たりする家庭は一定数存在する。そ

こで、段階的に活用を進めることで、
保護者の理解を深めていった。
　同校はまず、学校のホームページ
に学習動画をアップし、プリント学
習の補助教材として活用してもらう
ことから始めた。動画を見た感想を
学校のホームページ上に設けたアン
ケートフォームに書いて送信できる
ようにしたところ、各家庭の都合に
合わせて利用できるため、保護者の
抵抗感が薄らいだという。
　続いて、オンライン会議ツールを
利用して、健康観察を中心とした子
どもとの対話を始めた。保護者には、
出席は任意だと伝え、義務感が生じ
ないように配慮した。
　５月には、プリント学習の支援と
いう位置づけで双方向型のオンライ
ン学習支援をスタートさせた。ただ、
臨時休業中、教員は分散出勤をして
いたため、学年単位で足並みをそろ
えることが難しかった。そこで、特
別支援学級を含む全クラスの教員を

３つのグループに分け、各グループ
に様々な学年が入るようにした。そ
して、自分の担当する学年にかかわ
らず、グループごとに教材作成を進
めるようにした。
　実際の授業は、低学年は各クラス
の担任が行ったが、３年生以上は、
担当するグループ内であれば担任以
外も行った。日々の実施計画（図２）
を作成した主幹教諭の飯田聖子先生
は、次のように語る。
　「学童保育に通う子どもは、本校の
パソコン室で支援を受けられるよう

することで、個別最適化された学習
支援が可能となる。対話的・協働的
で深い学びについても、子どもの対
話や記述の内容をＡＩで分析し、振り
返りに生かせれば学びをより深める

ことが可能となる。
　「そうした時代に教員に求められる
のは、子どもと心を通わせ、一人ひ
とりを思い浮かべながら授業をコー
ディネートし、学習のファシリテー

トを行う力です。ＡＩ化を進めること
で、教員がすべき業務が明確化され
ます。教育委員会は、教員がその業
務に集中できる環境を整備していき
たいと考えています」（川島指導主事）
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◎1976（昭和 51）年、鷲宮町立砂原小学校とし
て開校。「かしこい子、やさしい子、たくましい子」
を教育目標に掲げ、夢の実現に向け「やりぬく力」
の育成を目指す。

校長	 飯野純子先生
児童数	 426 人　
学級数　18 学級（うち特別支援学級４）
電話	 0480-58-1614
URL	 https://www.kuki-city.ed.jp/sunahara-e/

校長

飯野純子
いいの・じゅんこ

埼玉県公立小学校教諭、
教頭、久喜市教育委員会
教育部指導課主幹等を経
て、2020年度から現職。

教員を３グループとし、
複数人で授業をつくる

オンライン学習支援の運用

児童や保護者の不安を取り除きながら、
家庭でオンライン学習をしやすい環境を整える

久喜市立砂原小学校の実践

主幹教諭

飯田聖子
いいだ・せいこ

同校に赴任して2年目。

情報主任

齊藤文絵
さいとう・ふみえ

同校に赴任して2年目。
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にしたため、学童保育の場所に送迎
する時間を考慮することも必要でし
た。それらすべてに配慮した時間割
の作成には大変苦労しました」

　同校が行ったオンラインでの健康
観察や学習支援の内容を見ていこう。
　４月に行ったオンライン会議ツー
ルを利用した健康観察では、子ども
が学校の教室にいる雰囲気を感じら
れるように配慮した。毎回一人ひと
りの名前を呼び、子どもの返事を聞
くようにした。新年度のクラス替え
後にクラスメートと顔を合わせる機
会がなかったため、互いを知り合える
ように自己紹介も行った。情報主任の
齊藤文絵先生は、次のように語る。
　「子どもがオンライン会議ツールを
使う様子をそばで見ていた保護者か
ら、『子どもがしっかりやり取りでき
ていることに安心し、学校に任せよ
うという気持ちになりました』とい
う感想も寄せられました」
　５月から開始したオンライン学習
支援では、例えば、２年生の国語では、
「音読の工夫を考える」を学習課題に
扱った。教科書の該当する教材を読
んで、子どもに読み方のアイデアを
発表させたり、オンライン会議ツー
ルの機能を使ってペアで音読させた
りした。板書の代わりにプレゼンテー
ションソフトを使って資料を作り、
学年間で共有するなどの工夫もした。
　「オンライン学習支援を何度か行う
と、画面越しでは細かい表情までは捉
えにくく、学習内容の理解度の把握が
難しいことが分かりました。そこで、
１時間ごとの到達目標を明確にして、
スモールステップで進む授業展開と
なるように心がけました。算数のた
し算を例にすると、まず式の形を理

解させ、次は位について説明し、計
算の順序を教え、最後に筆算を行う
といった具合です」（齊藤先生）
　学習の最後には、学校のホームペー
ジに設けたアンケートフォームにそ
の授業で分かったことや疑問に思っ
たことなどを記入して送信させ、教
員はそれを見て、理解が不十分な点
を次の授業で補完するようにした。

　教員間の情報共有も頻繁に行い、
オンライン学習支援の質と効率を高
めていった。例えば、当初、発表は挙
手制にしていたが、発言者が限られ
てしまった。そこで、教員間で話し
合い、発言内容を手元のホワイトボー
ドなどに書いて画面に映す方法に切
り換えた。ほかにも、賛成・反対の意
思表示をハンドサインにしたら見え
づらかったため、身近にある折り紙
を利用し、賛成は青、反対は赤を見
せるようにした。すると、非常に確
認しやすくなった。
　市教委が提供するＳＮＳグループの
存在も心強かったと、飯田先生は語る。

　「ＳＮＳグループには学校を超えて
多くの教員が参加しており、私たちが
困っている点を投稿すると、誰かが
ヒントとなる取り組みを教えてくれ
ました。また、遅くまでオンライン
研修会を開いてもらったこともあり
ました。市内の教員の結束があった
からこそ、オンラインでの学習支援
に挑戦し続けられたのだと思います」
　同校のオンライン学習支援に対す
る保護者の評価は高く、「子どもの生
活リズムが整った」「子どもの成長し
ていく姿が間近に見られた」といっ
た声が寄せられた。
　今後、再び臨時休業となっても、
オンライン学習支援を実施できると
いう実感を教員自身が持てたことも、
大きな成果だ。また、学校再開後の
通常授業もＩＣＴを日常的に活用する
ようになった。
　今後の課題は、ＩＣＴ活用を支援す
る体制のさらなる強化だ。
　「私たちはオンライン学習を始めた
ばかりで疑問や悩みは尽きないです
し、ＩＣＴが苦手な教員がいるのも事
実です。『ＧＩＧＡスクール構想』を進
める上でも、教員が安心してＩＣＴを
活用できるような支援体制を構築し
たいと考えています」（飯野校長）

上／オンライン学習支援実施計画表
右／２年生の臨時休業中の時間割
＊砂原小学校提供資料を基に編集部で作成。

臨時休業中のオンライン学習支援の計画表、２年生の時間割図２

特集　臨時休業中の苦心と工夫を糧に「学びを止めない」学校づくり
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通常授業よりも小刻みに
理解度を確認する

オンライン学習支援の様子

通常授業で ICTの活用頻度が
増加、課題は支援体制の強化

成果と展望
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　神奈川県清川村は、村全域が丹沢
大山国定公園に指定され、緑豊かな
自然に恵まれた神奈川県唯一の村だ。
同村では、２０１９年度、村内に４校
あるすべての小・中学校に、児童生
徒１人につき１台のタブレット端末
を配備した。清川村教育委員会（以下、
村教委）の井川明参事兼指導主事は、
次のように説明する。
　「最大の目的は、新学習指導要領の
趣旨を実現することです。村内の子
どもに、情報活用能力やプログラミ

ング的思考といったこれからの時代
に必要となる力を育みたいと考えて
います。その際、今後は個別最適化
された学びが必須だと考え、１人１
台の環境を前提として計画を進めま
した。『触れる機会を少しでも増やし、
使いこなしてほしい』という当時の教
育長の強い希望も支えとなりました」
　村を挙げてＩＣＴ教育を推進する背
景には、子どもを取り巻く地域の環境
も影響していると、井川参事兼指導主
事は語る。
　「村内の各校はいずれも小規模で、
子どもは小学校入学前から同じ顔ぶ
れで過ごします。仲間意識や安心感
がありますが、限られたメンバーだ

けでなく、同世代はもちろんのこと、
様々な年齢・地域・立場の人たちに
も『自分の考え』を発信できるよう
になってほしいと考えました」
　タブレット端末の種類はｉＰａｄ、
通信環境は、無線ＬＡＮのエリア外で
も通信ができ、家庭のネットワーク
環境に関係なく接続が可能なＬＴＥ回
線とした（上記囲み参照）。
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清川村が各校に整備したＩＣＴ環境

神奈川県清川村では、児童生徒１人に１台のタブレット端末を導入し、全村でICT教育を推進している。新型コロナウ
イルスの感染拡大の影響による臨時休業中は、児童生徒にタブレット端末を持ち帰らせ、１人１台の環境を生かした
生活・学習支援を実施した。その成果や課題を基に、学校再開後はタブレット端末を活用した指導改善を進めている。

学習支援ソフトを活用し、
授業も家庭学習も対話のある学びを実現
神奈川県清川村

臨時休業中の経験を生かした授業改善

◎神奈川県北西部の東丹沢山麓に位置する、県下
唯一の村。面積の約９割を山林が占め、村全域が
丹沢大山国定公園と県立丹沢大山自然公園に指定
されている。神奈川県の水がめとして 2000 年に
完成した宮ヶ瀬ダムを有する。

神奈川県
清川村

プロフィール

人口　約 2,900 人　面積　71.24㎢
公立学校数　小学校２校、中学校２校　児童生徒数　約 200 人
電話　046-288-1215（教育委員会事務局）
URL https://www.town.kiyokawa.kanagawa.jp/soshiki/

kyoikuinkai/index.html

清川村教育委員会
事務局　学校教育課
参事兼指導主事

井川　明
いがわ・あきら

神奈川県の公立小学校教
諭を経て、2020年度から
現職。

１人１台のタブレット端末を持ち帰らせ、
臨時休業中も子どもの生活と学習を支援

事例３

清川村教育委員会の施策

校舎外での活用も前提に
全児童生徒に１台ずつ配備

ICT教育推進の背景

端末の種類／ＯＳ／ 容量　iPad ／ iOS ／ 32ＧＢ
端末の台数　252 台（村立小・中学校の児童生徒全員分及び教員用）
インストールアプリケーション　iCloud Drive、iBooks、iMovie、Keynote、
Pages、Numbers、ミライシード、Scratch

ネットワークの種別　セルラー方式（LTE）
ネットワークの通信量　３ＧＢ、252 回線（臨時休業中
は 50ＧＢまで増量）
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＊　協働学習、一斉学習、個別学習それぞれの学習場面で活用できる複数のアプリケーションで構成された、ベネッセのタブレット学習プラットフォーム。

　２０１９年１１月の導入時には、全教
員対象の研修会を複数回実施し、学習
支援ソフトウエア「ミライシード」＊

を用いた授業づくりに着手した。　
　「ミライシード」を採用した理由は、
主要機能の１つで、子どもが考えや
アイデアを思い思いに表現できる学
習支援ソフトウエア「オクリンク」が、
小学校低学年にも操作しやすく、子
どもの思考や表現を支えて、伸ばす
ことができると考えたからだ。
　「臨時休業中に授業動画の配信など
で『オクリンク』を積極的に活用し
た結果、学校再開後は、個人の考えを
グループやクラス全体で共有し、自
身の考えをさらに深められるような
授業を展開しやすくなりました。普
段挙手して発言することが苦手な子
どもでも、自分の考えやよい気づき
を、タブレット端末を通じて伝える
様子が見られました。そうした子ど
もの思考までも把握することで、教
員が子どもを見取る幅が広がってい
くと思います」（井川参事兼指導主事）
　同村では、個々の子どもの学習到達
度や学習のペースに合わせて取り組
める個別学習ドリル「ドリルパーク」

も活用し、学習内容を定着させ、理解
をさらに深めることも目指している。

　各校の試行的な活用を基に、２０２０
年度から徐々に取り組みを本格化し
ようとした矢先、新型コロナウイル
スの感染拡大による影響で臨時休業
を余儀なくされた。村教委は事態を
受け、学校で管理していたタブレッ
ト端末を家庭に持ち帰らせて、休業
期間中に学校と家庭をつなぐツール
として活用する方針を固めた。
　「臨時休業当初から校長会を頻繁に
開催し、子どもや保護者がどのよう
な指導や支援を求めているかの情報
交換をし、対応策を話し合いました。
教育委員会は、必要な指導や支援を
スムーズに実現できるよう、設備・環
境の整備と現場支援に努めました。
具体的には、関連業者との調整や保
護者向けFAQの作成などを行いまし
た」（井川参事兼指導主事）
　タブレット端末活用のねらいは、４
月は安否確認を行うことと、子どもと
教員がタブレット端末の操作に慣れ
ることだった。そこで、担任と子ども
が毎日の様子や必要な情報を連絡し

ながら使い方に慣れるようにした。
　休業期間が長引くことが決定した
５月は、新学年の学習内容を取り入
れた「授業」を行うことをねらいと
した。　
　「年度初めは、子どもや保護者との
信頼関係を構築する重要な時期です。
対面とまではいきませんが、オンライ
ンでのやり取りを通して教員が子ど
もや保護者と意思疎通を図り、関係を
築くことができたのは、大きな成果
でした」（井川参事兼指導主事）
　６月の学校再開後は、臨時休業中
の経験を生かし、ＩＣＴを活用した生
活・学習指導を一層充実させている。
村内に限らず、先進的な取り組みを
行う全国の自治体から実践例を集め
るとともに、学校現場の声を積極的
に聞き、役立つ情報を提供すること
で各校の取り組みを支援している。
　「１人１台の端末の導入により、教
育の可能性は大きく広がりました。
それをいかに活用して子どもの未来
につなげていくかといった観点で、
学校現場の意見やアイデアを集める
ことも重視しています。新学習指導
要領の趣旨の実現を目指した授業改
善と並行して、新型コロナウイルス
の感染拡大にも備え、オンライン授
業のあり方を検討していきたいと考
えています」（井川参事兼指導主事）

　清川村立緑小学校では、新年度に
入ってからの臨時休業中、村教委の

方針に基づき、タブレット端末を家
庭で使わせた。４月６日に入学式・
始業式を行い、翌日にタブレット端
末を子どもに手渡しして休業に入っ
た。船津慎一校長は、その時の思い
を次のように振り返る。

　「２０１９年１１月にタブレット端末
が配備されてから、普段の授業で試
行的に使ってはいたものの、教員も
児童も十分に使いこなせているとは
いえない状況でした。しかも家庭に
持ち帰らせたことはなかったので、

特集　臨時休業中の苦心と工夫を糧に「学びを止めない」学校づくり
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臨時休業中、学校再開後を通して、
ＩＣＴ活用で子ども一人ひとりを支えて伸ばす

清川村立緑小学校の実践

学習支援ソフトで
発言しない子の思考を見取る

目指す学びの姿

子どもとのかかわりを保ち、
学校への意識を切らさない

臨時休業中の取り組み

予定を前倒しにして、
タブレット端末を本格活用

今後の展望
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いざ家庭で使わせるとなると不安が
ありました。しかし、学校が休業に
なってしまう以上、できることから
取り組むしかありません。４月６日
の午後に急きょ、タブレット端末の
研修を全教員に行い、翌日持ち帰ら
せる際に必要な、最小限の操作方法
や注意事項を確認しました」
　重点を置いたのは、子どもとのか
かわりを保ち、学校に意識を向けさ
せることだ。学校に来なくても、担
任やクラスメートとつながっている
感覚を持てるように、「オクリンク」
を活用して、毎朝、体温を記入した
健康観察カードとともにメッセージ
を送らせたり、午前と午後の一定の
時刻に、課題の進み具合を送信させ
たりした。担任が持つ教員用のタブ
レット端末では、クラス全員の提出
物を一覧でき、未提出者もすぐに分
かるようになっている（写真１）。
　子どもからは、「今日も元気です」
「先生は元気ですか？」「早く学校に
行きたいです」といったメッセージ
が届き、家庭での様子や日々の気持
ちをうかがい知ることができた。さ
らに、健康管理に役立つようにと、
手洗い方法や運動不足解消のための
ラジオ体操など、教員が様々な動画
を作成して「オクリンク」で子ども
と共有。学校のことをほとんど知ら
ない１年生向けには、教員が校歌を
合唱する動画や、校内施設を紹介す
る動画も作成した。
　「動画の作成は、ほとんどの教員が
未経験でした。しかし、経験のある

教員が中心となって作成を始めると、
ほかの教員も見よう見まねでテロッ
プを入れたり、演出に工夫を凝らし
たりと、すぐに慣れて活用できるよ
うになっていました」（船津校長）

　４月は主に「ドリルパーク」やプ
リントなどの課題を出し、教員作成
のラジオ体操などの動画を配信。休
業期間の延長が決まった５月からは、
教科学習の動画を作成して配信し、
タブレット端末で視聴したり、ワー
クを行ったりする授業を開始した。
　「教員間にも『学習を前に進めなく
ては』という考えが強まり、それが
推進力となりました。ただし、学校
再開後に改めて授業を行うことを前
提とする方針を立て、予習の位置づ
けとしました」（船津校長）　

　例えば、２年生の算数では、筆算
について、解答の手順を教員が解説
した動画を作成し、解き方が分かっ
たら教科書の類題や「ドリルパーク」
に取り組ませた。国語では、教員が
音読の手本を示し、上手に読めるま
で練習するように伝えた。理科では、
各家庭で栽培した植物を観察させ、
タブレット端末に写真と観察文を記
録するようにした。その他、英語の
発音を紹介したり、リコーダーの演
奏の手本を示したり、子どもが家庭
で作った料理の画像を送信させたり
と、各学年・各教科で活用方法を工
夫した。
　「実践を重ねるうちに、動画配信に
よる指導のしやすさは、教科や題材
によって大きく変わることに気がつ
きました。技能や手順を教える学習
は比較的扱いやすいのですが、単元
や授業の冒頭での課題提起が鍵を握
るような場面では、入念な教材の準
備が必要と判断し、今回は見送りま

写真１　学習支援ソフトウエア「オクリンク」を使った、毎朝の健康観察時の教員用画面。自分の気持
ちを伝えたり、教員やクラスメートを気遣ったりするメッセージが多く見られた。
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◎1873（明治 6）年開校。学校教育目標は、「自
分を信じ、他者を認め、未来を切り拓いていく児
童の育成」。2015年度、神奈川県教育委員会「か
ながわ学びづくり推進・地域研究委託事業」指定校。

校長	 船津慎一先生
児童数	 110 人　
学級数　7 学級（うち特別支援学級 1）
電話	 046-288-1003
URL	 http://www.kiyokawa-edu.jp/sch/

midori-es/top.html

校長

船津慎一
ふなつ・しんいち

厚木市立小学校・愛川町
立小学校教諭を歴任。神
奈川県央教育事務所を経
て、2020年度から現職。

５月の連休を境に、
ＩＣＴを「授業」のツールへ

家庭学習の支援
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した。また、タブレット端末の撮影
機能をうまく活用すると、友だちと
画像を見せ合ったり、限られた時間
と目線で行っていた従来の観察より
も、『トマトは上の方から赤くなるん
だね』など、より丁寧に観察したり
できるようになり、学びがより深ま
ることも分かりました」（船津校長）
　試行錯誤を重ねる教員の大きな励
みとなったのが、子どもや保護者が、
オンラインでの指導を好意的に受け
止めたことだ。保護者へのアンケー
トでは、約９割が「学習・生活の両
面で役立った」と肯定的な回答を寄
せ、多くの子どもたちが「タブレッ
ト端末があってよかった」と答えた。
　さらに、家庭に持ち帰っていた間、
タブレット端末の破損や紛失などが
一切起きなかったことも、教員を安
心させた。各自が同じ端末を続けて
使用しており、自分の持ち物である
かのように大切に扱っていることが
理由の 1つではないかと、船津校長
は推測している。

　学校再開後も、タブレット端末は、
子どもにとってより身近なツールと
して定着している。
　「学校では教えていないフリック入
力や音声入力をする子どももいます。
そうした子どもの発想や判断を尊重
し、よいと感じたことは指導にも積
極的に取り入れています」（船津校長）
　教員も、臨時休業中の活用を通し
て、タブレット端末がどのような学
習に適しているかが分かり、活用の
幅が広がっている。特に最近は、学
習支援ソフトを活用して協働学習を
行う場面が増えているという。例え
ば、１人１台の環境を生かし、個人
学習を行った後、ペアやグループ、

学級全体などの多様な場面で意見交
換をしたり、教員が子どもたちの考
えを集約したりしている。
　「当面の間、子どもたちが集まって
話し合う活動が難しくなります。１
人１台のタブレット端末を持ち、学
習支援ソフトを使うことで、離れて
いても意見交換が容易に行えます（写
真２）」（船津校長）
　学校再開後も、家庭でタブレット
端末を使った学習を続けている。
　「オンラインで『ドリルパーク』な
どの個別の習熟度に応じた課題に取
り組んだり、図工では描きたい建物
の写真を家の周りで撮影してきたり
と、いろいろな活用法があります。夏
季休業中の学習支援などにも積極的
に使っています」（船津校長）
　さらに、学校に来るのが難しい子
どもには常時タブレット端末を渡し
ておき、朝や放課後などに定期的に
やり取りをして意思疎通を図る試み
も始めた。

　臨時休業中の要望として子どもと
保護者から多く聞かれたのが、子ど
も同士でコミュニケーションを取る
機会の確保と、その解決策の 1つと
なる双方向型オンライン授業の実施
だった。校内でも検討したが、今回
は見送った。

　「子どもがオンライン上のコミュニ
ケーションのルールを学んだことが
ない状態では、実施は難しいと考え
ました。ただ、情報リテラシーや情
報モラルは、小学生のうちから身に
つけさせたい必須のスキルであるた
め、具体策を検討中です。その先に、
オンライン授業の実施も見えてくる
と考えています」（船津校長）
　また、臨時休業中、家庭に一部の
学びを委ねたことで、学童期の保護
者の協力の重要性を改めて感じた。
　「臨時休業中を振り返り、家庭学習
を成立させるためには、保護者との
十分なコミュニケーションが欠かせ
ないことを実感しました。教員が学
びの本質を捉えた上で、家庭で取り
組む学習の内容やねらい、それらを
踏まえた協力のお願いなどを保護者
に丁寧に伝えることで、学びの効果
が高まります」（船津校長）
　その一方で、同年齢の子どもが集
まって学び合う学校のよさを再確認
する機会にもなった。
　「学校で学ぶ意義は、何といっても
同年代の集団がぶつかり合い、学び
合えることです。今後もそのよさを
大切にしつつ、オンライン上にも子
どもが高め合える環境を整えていき
ます。できないことを理由にせず、
校長の私が自ら、少々突飛でも新た
なアイデアを出すことを心がけ、そ
れを学校全体で検討し、試行錯誤を
続けることで、教育の可能性を広げ
ていきます」（船津校長）

写真２　上／跳び箱運動を相互に撮影。自分が跳んだ動画を
確認して改善点を見いだし、技能を高める。　左／２年生の国
語の授業では、物語の登場人物を探し出す質問を作成し、「オ
クリンク」でペアの相手に送信。質問を受け取ったら物語から
その人物を探して回答を送り返す。相手に伝わる言葉を学ぶ。

特集　臨時休業中の苦心と工夫を糧に「学びを止めない」学校づくり
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学習支援ソフトの活用で
密を避けた協働学習が可能に

授業改善の取り組み

オンライン授業実践の鍵は、
リテラシーとモラルの育成

今後の展望
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◎大阪府の北西部に位置し、10キロ圏
内に伊丹空港、新大阪駅、高速道路があ
る。中央山間地域には明治の森箕面国
定公園が広がり、「日本の滝百選」にも
選ばれた箕面大滝には年間を通して多
くの観光客が訪れる。名産の柚をイメー
ジしたキャラクターは全国的に有名。

豊かな自然と交通が便利な
住みやすいまち

約13万8,000人

約47.9km2

市立小学校14校
市立中学校8校

約1万2,300人

学校数

面積

人口

児童生徒数

電話	 072-723-2121（代表）
URL	 https://www.city.minoh.lg.jp

わが
まちの未来

教育施策で導く

　大阪府箕
みの

面
お

市は、国定公園が広がる
豊かな自然環境と、大阪中心部への交
通の利便性のある住環境を兼ね備え
たまちとして発展してきた。２００８
年に全国最年少（当時）で就任した
倉田哲郎市長は、「子育てしやすさ日
本一」をマニフェストに掲げ、住宅
都市として持続可能なまちづくりを
目指す。その一環として教育行政を
重視。住宅都市には、常に子育て世
代の流入と定住が求められることか
ら、「子育てをするなら箕面」と思わ
れるための施策を打ち出している。
　効果的かつ効率的に施策を実施す
るため、保育所などの児童福祉部局、
乳幼児健診などの母子保健事業を、
市長部局から教育委員会に移管。子
どもに関する部局を一元化し、教育
委員会の名称を「子ども未来創造局」
とした。また、大阪府からの教職員
人事権委譲によって、豊

とよ

能
の

地区３市
２町＊１で独自に教職員採用を実施で
きるようにし、同市での学校勤務を
希望する地元出身者など、人材の安
定確保に努めている。
　「国であれ、市町村であれ、社会を
築く基本は人であり、地域社会は、
そこに住む人が過去に受けた教育を
基に成り立っています。子どもを育
てることは、１０年後、２０年後の社会
を築くことと同義であり、目の前の
子どもにどのような教育を行うかが、
まちづくりの基礎となります。本市
の教育によって、子どもたち一人ひ

とりが、自分で考え、道を切り拓き、
何に対しても物怖じをせず挑戦でき
る人になることを願っています」（倉
田市長）

　倉田市長が重視するのは、実効性
と持続性だ。実際、就任時に赤字だっ
た市の財政を翌年度には黒字に転換
させた。
　例えば、子どもの貧困対策では、「子
ども成長見守り室」を設置した。世
帯収入や諸手当の受給状況など、各
部局の情報を集約して子ども個人に
結びつけ、市実施の学力・学習状況
調査の結果と照らし合わせて、学習
支援が必要な子どもを顕在化。その
一人ひとりを見守り、長期的な視点で
学力等を保障する体制を整えた。
　「最終目的は、貧困の連鎖を断ち切
ることで、そのためには問題が顕在
化している子どもへの一時的な支援
だけでは不十分です。潜在的に同様の
問題を抱える場合も含め、困難な状
況にあるすべての子どもを成人する
まで支援してこそ、最終目的を達成
できると考えました」（倉田市長） 
　長期的な視点に立って目指す結果
を具体的に思い描き、それを実現で
きる方法を徹底的に考える。施策の
一つひとつを着実に結果に結びつけ
ようとする姿勢は、数字上の成果と
しても表れている。
　その１つは英語教育だ。２０１５年
度に始めた小学校の英語教育では、

＊１　豊中市、池田市、箕面市、能勢町、豊能町の３市２町。
＊２　現在では、小学１〜４年生は 15分授業を週４日、45分授業を週１回、５・６年生は 15分授業を週３日、45分授業を週２回としている。

箕面大滝

公式キャラクター
滝ノ道ゆずる

貧困対策と学習支援、
英語力向上─教育政策の
実効性と持続性にこだわる

子育て世代の継続的な流入と
定住が、住宅都市には必須

部局を横断する
学力向上支援策を実施

大阪府
箕
み の

面
お

市

第5回
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全学年で毎日１５分間の授業時間を確
保。３年生以上ではそのうちの週１
回を４５分授業とした＊２。中学校では、
教育課程特例校制度により、週４時間
の英語科に加えて週１時間の英語コ
ミュニケーション科を設置。小・中と
も毎日英語に触れる環境を実現した。
　同時に、ＡＬＴを大幅に増員し、１
校につき３人以上、計７４人を配置。
ＡＬＴは、授業以外に、休み時間や給
食などでも活動し、子どもが日常的
に英語を使える環境を整えた（図１）。
　その結果、２０１８年度の調査では、
ＣＥＦＲ＊３Ａ１レベル相当を有する中
学３年生の割合が７９.７％となり、文
部科学省「英語教育実施状況調査」
での全国平均の４２．６％を大きく上
回った。
　「英語教育において目指す成果は、
大人になった時に外国人と普通に話
せる姿です。英語は毎日使わなければ
身につきませんし、小さい頃から外国
人との触れ合いがあるからこそ、大
人になった時に物怖じしない、対等
なコミュニケーションが可能になり
ます。そう考えて英語教育のあり方を
徹底的に検討し、施策化した結果、数
値としての成果も得られたと捉えて
います」（倉田市長）

　今、同市が急ピッチで進めている
のが、教育のＩＣＴ化だ。
　「今や、パソコンやスマートフォン
などを１人１台以上持つ時代であり、
学校も社会と同じ環境を整えること
が理想です。本市では国の動きに先
駆けて、学校に１人１台のタブレッ
ト端末を整えています」（倉田市長） 
　２０１６年度には、モデル校の小学
４〜６年生に１人１台のタブレット
端末を配備。すると、子どもからの
要望が高まってＩＣＴが苦手な教員も
使い始めるなど、学校全体に活用が浸
透したことから、全市立小・中学校へ
の導入を決定した。まず、２０１８年度、
４〜６年生全員と、モデル校の小・
中学校各１校の全児童・生徒に１人
１台のタブレット端末を配備。次の予
算措置での計画を立てていたところ
に、文部科学省から「ＧＩＧＡスクール
構想」が発表されたため、今後は同制
度を利用して順次配備する計画だ。
　「ＩＣＴ化では端末本体の費用に加
えて、学習の質を高めるソフトウエ
アの導入や運用維持のコストが必要
です。ＧＩＧＡスクール構想による費

用補助だけでは、本市の目指すＩＣＴ
を活用した継続的な教育の質向上は
実現できません。国の財政措置ととも
に、関係部局には施策と財源をセッ
トにした中長期的な視点での立案を
お願いしています」（倉田市長） 
　ＡＬＴの配置では、「ＪＥＴプログラ
ム」を活用。費用の超過分を市が負担
しても、同制度の活用で各校への複数
人の配置が可能と判断した。
　「施策の成果は継続してこそ表れる
もので、中長期の財政負担を考慮して
立案するのは当然です。国や府の補助
金制度など、財源確保のために情報収
集を怠らない意識は、教育委員会の職
員にも定着しています」（倉田市長） 
　倉田市長の就任以降、同市の人口
は増え続け、０〜１４歳の人口増加率
も高い（図２）。２０２３年度には、大阪
中心部直通の鉄道路線が市内に延び、
新駅も開業する予定のため、さらなる
人口増が見込まれる。
　「本市では、まちを出ても、結婚や
出産、住宅購入を機に戻る人が多い
と感じています。自分が受けた教育
を子どもにも受けさせようと故郷に
戻る。そうしたよい循環を保つ施策
を講じ続けることが、魅力あるまち
をつくるのだと思います」（倉田市長）

＊３　ヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of Reference for Languages）の略称。語学シラバスやカリキュラムの手引きの作成、学習指導教材の編集、
外国語運用能力の評価のために、透明性が高く、包括的な基盤を提供するものとして、2001 年に欧州評議会が発表。Ａ（基礎段階の言語使用者）、Ｂ（自立した言語使用者）、
Ｃ（熟達した言語使用者）ごとに２ レベル、計６レベルが設定されている。

図1　箕面市の英語教育

＊箕面市発表資料を基に編集部で作成。
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図２　箕面市の年齢階層別人口推移

市内の各小学校では、「イングリッシュタウン」
を年１回ずつ実施している。市内の ALT 数十
人を開催校に集め、ALT が店員役となり、小学
生がグループごとに英語を使って買い物やサー
ビスを楽しむというイベントだ。倉田市長は、
SNS でそうした教育に関する情報発信を頻繁に
行っている。

＊箕面市発表資料を基に編集部で作成。

社会と同じ環境を学校にも
1人1台の ICT端末を整備

市長　倉田哲郎 くらた・てつろう
静岡県出身。東京大学法学部卒業後、郵政省（現
総務省）入省。箕面市に３年間出向し、改革と
政策を担当。2008年８月、同市長選で初当選し、
2020 年８月現在３期目。

同市では、市内の鉄道路線拡充計画に合わせて市
街地開発を進めてきた。子育て層向けの施策を持
続的に充実させることで市内外にアピールし、年
少人口の高い増加率を実現している。
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◎地方の教育行政では、少子化の影響による小中一貫教育
が重要なテーマであり、今回の特集はタイムリーな話題で
した。特に要点整理では、東京大学大学院・藤江康彦教授
の「資質・能力は、『育む』ことよりも、『引き出す』『見
いだす』ことが重要」という考えに、大いに共感しました。
そうした考えに立ち、教育委員会がリーダーシップをとっ
て小中一貫教育の環境を整え、各校のカリキュラム作成を
支えることの重要性が分かりました。　　　　　　（山口県）

◎特集の要点整理が、とても参考になりました。今の小中
一貫教育の状況を知ることができ、実施する背景が多様化
していることを改めて理解できました。　　　　　（山形県）

◎小中一貫教育は学力向上のためにも必須であり、本市で
も持続可能な取り組みを目指しています。その観点から、
特集の先行事例はぜひ参考にしたいと思いました。（埼玉県）

◎本市では、地域特性を生かす方針の下、独自の小中連携
を進めています。取り組みがマンネリ化していたのが気に
なっていましたが、今回の特集でいろいろな実践例を知る
ことができました。　　　　　　　　　　　　　　（岡山県）

◎「特別企画 いじめを未然に防ぐ学級経営を考える」の
記事で、「いじめをすべてなくすことはできない」という
芦屋市立宮川小学校の俵原正仁校長の言葉に、勇気をもら
いました。いじめをなくすことはできないから、学級づく
りが大切、という考えは、当たり前のことでありながら至
言です。また、教員は学び続けることが重要、というキー
ワードも素晴らしいと感じました。　　　　　　　（宮城県）

◎「特別企画 いじめを未然に防ぐ学級経営を考える」の
中で、私立追

おう

手
て

門
もん

学院小学校の多賀一郎先生が、「学級経
営で何より大切なのは、担任が楽しそうにしていることで
す。（中略）教員が楽しそうに授業をし、ホームルームや

休み時間に笑顔で子どものそばにいれば、子どもたちも笑
顔になります」と言われていました。その中の「担任」や「教
員」を「校長」に、「子ども」を「職員」に置き換えて実
践すれば、学校経営としてもうまくいくのではないでしょ
うか。それが、記事の最後に俵原校長が述べられていた、「子
どもは『学校が楽しい』、先生方は『教員の仕事が年々楽
しくなっていく』と思えるような学校づくり」に直結する
のだと思いました。　　　　　　　　　　　　　　（新潟県）

◎いじめは、教員が多忙であろうとなかろうと起こる可能
性があります。教員が児童生徒にどれだけ目と声と心をか
けるかにより、子どもの心の死角が広くも狭くもなるので
はないかと、長年の経験から思います。「特別企画 いじめ
を未然に防ぐ学級経営を考える」で多賀先生が言われてい
た、早期発見にチーム力を、という考えには大いに賛成で
す。先生たちは大勢で君たちを見ている、というサインを
出し続けることが重要だと思います。       　　　　（岐阜県）

◎多様性が今後の教育の鍵となる中、連載「教育長が語る
Leader’s VIEW」の津市教育委員会・倉田幸則教育長の記
事が参考になりました。ダイバーシティを意識した学校経
営に努め、共生社会の実現を経営方針の中核に据えたいと
思います。                                                                （北海道）

◎連載「教育施策で導くわがまちの未来」で紹介された新
潟県三条市の取り組みは、とても考えさせられるものでし
た。若者が都市部へ流出する傾向は、本市でも同様です。
そうした中で、地域を愛し、故郷を誇りに思う子どもをど
のように育てていくかが、本市の課題です。　　　（岡山県）

◎連載「データで教育を読む Benesse Report」で紹介さ
れた小学校高学年のメタ認知の実態の記事は、特に関心を
持って読みました。メタ認知の高低の差が、学習方略の違
いに表れることも改めて分かり、興味深かったです。（山口県）
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２０20 年９月4 日発行／通巻２１号教育委員会版　2020 Vol.1新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、通
常よりも時期を遅らせた発刊とさせていただきまし

た。８月現在、先生方や子どもの感染も報告されており、予断を
許さない状況です。今号は、春の全国一斉臨時休業を様々な立場
の方と振り返りながら、今後を考える特集を組みました。取材さ
せていただいたどの先生も、今回の事態を前向きに捉えようとい
う強い思いを口にされており、大変心強く感じました。（久保木）

編集後記

Reader's VIEW
読者のページ

2019　Vol.4 へのご意見・ご感想
このコーナーでは、編集部に寄せられた読者の先生方からのご意見をご紹介します。

＊『VIEW21』教育委員会版のバックナンバーは「ベネッセ教育総合研究所」ウェブサイト（https://berd.benesse.jp）でご覧いただけます。



CMYK  1111562_VIEW21 教育委員会 Vol,1_ 

1

校 

2

校 _村田<P29>　

コミュニティーが子どもの学びを支える
　新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、本学では新

年度の４月からすべての授業をオンラインで行っていま

す。私が担当するゼミでも、学生と一度も直接会うことな

く、オンライン会議ツールで議論しています。ゼミは進め

られていますが、以前よりも学生の学びが深まっていない

のではないかと感じることがありました。その要因につい

て思い当たったのは、学びのコミュニティーの存在です。

同じ目標に向かって共に学ぶ人たちが創り出す場の雰囲気

のような目に見えないつながりが、学生の学びを支える大

きな要素であることに、改めて気づきました。

　小・中学校に臨時休業時の様子をうかがうと、学びが順

調に深まっていると感じられた学校では、プリントやオン

ラインなどの手段に関係なく、子どもの学び合う場がしっ

かり築かれていました。子どもが学びに受け身であると、

たとえオンライン授業で教科書が進んでいっても、その内

容が身についていかないのです。

　コミュニティーの存在は、学習評価においても重要だと

考えます。子どもはこの厳しい事態の中でも前に進もうと

しています。先を見通して行動したり、周囲と協働したり、

諦めずに取り組んだり─その子のよい点や可能性、進歩

の状況などを一人ひとり丁寧に見取り、未来に向けて進む

原動力となるように、積極的に評価することが大切です。

そうした個人内評価の場面は、一緒に学ぶコミュニティー

があってこそ生まれるものであり、ずっと子どもの学びを

支えてきた学校の強みではないでしょうか。

　人と直接会うことが難しい状況では、コミュニティーは

築きにくいと思われるかもしれません。しかし、外出がま

まならない中、人々はＩＣＴを利用してつながっていきま

した。学びのコミュニティーも同じではないでしょうか。

　目的は同じでも、その実現手段は時代とともに変わるも

のです。恋人に会えない時に思いを伝える手段は、かつて

は手紙だけでした。それが、電話に代わり、ポケットベルや

電子メールとなり、今はＳＮＳ

で思いを伝え合っています。同

じように教育も、環境に応じて

最適な方法を選択する必要があ

ります。主体的・対話的で深い学びの実現に向けて緩やか

に変わろうとしていたことが、コロナ禍によって大きな波

となって押し寄せてきています。私はこれまで培ってきた

学校教育の力で、その波を乗り越えられると信じています。

成長を長期的に捉え、見通しを持って育成を
　2019年12月に中央教育審議会が公表した「論点取り

まとめ」＊では、子どもは「変化を前向きに受け止め、豊

かな創造性を備え持続可能な社会の創り手」だと示されま

した。コロナ禍は、そうした資質・能力の重要性を実感す

る機会となりました。教育の担い手である私たちは、教育

の機会が失われた「コロナ世代」と揶
や ゆ

揄されるような子ど

もを生み出してはなりません。確かに、失われた時間があっ

たかもしれませんが、それで学びが終わるわけではありま

せん。今できていないことがあっても、学期や年度内、ある

いは6年間・３年間といった時間の中で子どもの成長を捉

え、育んでいけばよいのです。もし達成できなかったこと

や課題があれば、次の学校段階に託し、学びをつないでい

く。今こそ、幼小中高大の接続を進める時だと思うのです。

　子どもを支えるのは教員であり、教員を支えるのは管理

職や教育委員会です。支え合い、協働し、切磋琢磨する学

びのコミュニティーを、実際の場とオンラインを併用しな

がら、学校、地域、自治体、国、そして世界へと広げてい

くことが、地球の未来を築いていくのではないでしょうか。

＊　2019 年12月に公表された文部科学省「新しい時代の初等中等教育の在り方　論点取りまとめ」の「新しい時代を見据えた学校教育の姿」。
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子どもの未来を築くために
今、学校に期待すること
新型コロナウイルスの感染拡大が、学校教育にも大きな影響を及ぼす中、
未来の社会を築く子どもたちのために、学校はどうあるべきなのでしょうか。
2019年度の本コーナーに登場した4人が、今、改めてメッセージを送ります。

リレーメ
ッセージ

学びのコミュニティーの世界を広げよう
東京学芸大学　ICTセンター　教授　森本康彦

もりもと・やすひこ◎三菱電機株式会社に勤務後、27 歳で教職に。
中学校と高校の教壇に立ちつつ、修士・博士号を修得。2004 年に
大学教員となり、2017年から現職。専門は、教育工学、情報教育、
教育 ICT活用、教育AI 活用。本誌 2019 年度 Vol.1の本コーナーに
登場。

https://berd.benesse.jp/up_images/magazine/VIEW21_kyo_2019_01_relay.pdf
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学校は多様な子どもを受け入れる場になっているか
　この春、新型コロナウイルスの感染拡大で学校が突然、

休業になったことに対して、生徒の反応は様々でした。楽

しみにしていた学校行事が中止となって落胆する生徒がい

る一方、自由な時間ができて「好きな勉強ができる」とう

れしそうな生徒や、「パソコンで先生の話を一方的に聞く

だけの授業はつらい。学校が早く再開してほしい」という

生徒もいました。そして、家庭に居づらさを感じている生

徒は、臨時休業中もたびたび学校に来ていました。子ども

の学校への思いや期待はそれぞれ異なります。学校にはそ

うした子どもたちが集うコミュニティーとしての役割があ

り、どんな子どもも受け入れる場所であらねばならないと

改めて考えました。

　しかし、現実には、学校は知識・技能を学ぶところ、人

格形成を目指すところといったように、特定の役割を背負

わされ、その目的を達成できずに「はみ出した」とされる

子どもにとっては、居づらい場所になっているのではない

かと感じます。学習や部活動はもちろんのこと、健康面や

福祉面でのセーフティネットなど、様々な機能が共存する

のが、日本の学校です。すべての機能が完璧ではなくて

も、バランスよく調和している方が、誰もが集えるコミュ

ニティーとして、多様な子どもがかかわり合いながら成長

できる場所となると思うのです。

授業の形は１つではなく、それぞれに正解がある
　生徒と教員の間にも相性がありますから、生徒を受け止

める教員の側にも多様性が必要です。私は、生徒が自分の

話したい先生と話せる機会を定期的に設けていました。担

任だから話しやすいわけではありませんし、保護者では存

在が近すぎて話しづらいこともあるからです。

　教員は常に正しくなければならないと思っている人もい

ますが、私は先生方に「生徒の前でもっと失敗しましょう」

と伝えてきました。人は、自分の力のなさを認め、課題に

気づき、理想を目指してもがいてこそ成長します。失敗す

るのは、試行錯誤しているからです。そうして個性を発揮

しようとする様々な教員の姿を見れば、生徒は、自分がど

うすべきか、将来どうしたいかを考えることができます。

　授業も、教員の個性や得意分野を生かした、それぞれの

「よい授業」があるはずです。授業研究に一生懸命取り組

むのはよいことですが、他者の

実践から表面的な授業方法を取

り入れるだけでは、意味があり

ません。自分の個性を生かした

授業のあり方を、探究することが大切なのです。

　生物の進化の歴史を見ても、環境の変化によって絶滅す

る生物がいる一方、生き残っていく生物もいます。多様性

があってこそ、環境が変わっても社会を維持することがで

きる。そう考えれば、学校自体が多様であることは必然で

ある、と捉えられるのではないでしょうか。

なぜ教員になったのか、改めて立ち返りたい
　2020年３月末、私は再任用期間を終え、教職を退きま

した。在職中、私は校長室を開放し、生徒が自由に出入り

できるようにしていました。誰かに話を聞いてほしい、教

室に居づらいなど、様々な理由で生徒は校長室にやってき

ました。そして、一息ついた後、教室に戻っていきました。

そうした場を退職後も設けられないかと考え、現在はオン

ライン会議ツールやSNSを活用して教え子と話をしてい

ます。言わば「バーチャル校長室」です。今は連絡を取り

合う様々な手段があり、生徒の卒業や教員の異動があって

も、つながり合うことができます。今後は１人の大人とし

て、子どもたちの成長を支えていこうと考えています。

　学校に通えないという状況は、教員も子どもも、そして

社会も、学校の存在意義を改めて考える機会になりました。

オンライン授業が浸透し始めてきたからこそ、子どもが学

校に足を運んで学ぶべきことは何か、議論する時期にある

と考えます。それと同様に、いま一度、自分は何のために

教員になったのか、なぜこの学校や職場にいるのか、な

ぜ校長になったのかを思い返すよい機会でもあると思いま

す。それを改めて考えれば、この思いがけない事態におい

ても、目の前の子どもに自分ができることは何かが、おの

ずと見えてくると思います。
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子どもも教員も多様性のあるコミュニティーに
東京都　世田谷区立桜

さくらがおか

丘中学校　前校長　西郷孝彦

さいごう・たかひこ◎ 1954 年、神奈川県横浜市生まれ。横浜の様々
な異国文化に触れながら育つ。上智大学理工学部卒業後、1979 年、
理科と数学科の教員として入都。特別支援学校を経て、大田区、品
川区、世田谷区で教諭 、副校長を歴任。2010 年度から 10 年間、世
田谷区立桜丘中学校の校長を務め、2020 年 3 月末に退職。趣味はギ
ター、スピーカー製作など。本誌 2019 年度 Vol.2 の本コーナーに登場。

https://berd.benesse.jp/up_images/magazine/VIEW21_kyo_2019_02_relay.pdf
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臨時休業中の学びを振り返って　─西郷先生と教え子との誌上校長室─
西郷先生の２人の教え子が、桜丘中学校での生活や臨時休業中の日々を振り返って、自身の学びについて語り合いました。

学校以外の世界を持とう
─Ｓさんは桜丘中学校２年生、Ｔさんは私立高校２年生
ですが、臨時休業中はどのように過ごしていましたか。

Sさん　学校に行けないのは残念でしたが、自由
に使える時間を充実させようと思いました。マス

クを作って保育園に寄付したり、好きな読書ではまだ読ん

でいなかった文学作品や古典に挑戦したりしました。勉強

は、学校からの課題と、学校が教えてくれたウェブサイト

を利用して、苦手な社会科と理科を中心に取り組みました。

Tさん　私が通う高校はいわゆる進学校で、臨時
休業中もオンライン授業が1日７時間ありました。

課題の量も膨大でこなしきれず、毎日深夜１時まで勉強し

ていました。楽しみは、たまにするSNSでの友人とのやり

取りくらいです。それも互いに返信が遅れがちで、息抜き

できる時間がほとんどなくて大変でした。

西郷先生　Ｔさんは頑張り屋さんだからね。桜丘中学校に
在籍していた頃から勧めているけれど、自分の得意を生か

して学校外の活動に挑戦してみたら？　ますます忙しくな

るかもしれないけれど、学校とは異なる場所に自分の世界

があれば、大変なことがあっても気分転換できるし、別の世

界での経験は将来の幅を広げることにつながると思うよ。

Sさん　私は、演劇部の友人とバンド活動を始め
ましたが、きっかけは西郷先生のアドバイスでし

た。臨時休業中も家で練習していましたが、勉強とのめり

はりがついたと思います。

自分らしさを発揮するために大切なこと
─お二人は、西郷先生とよく話をしていたんですね。

Sさん　私は私立の小学校に通っていて、学区外
から桜丘中学校への入学を希望しました。その相

談をするために、西郷先生に会いに行きました。先生が初

対面の私に気さくに応じてくださったおかげで、入学を希

望する思いを伝えることができました。それほど話しやす

い先生に出会ったのは初めてで、もっと話を聞いてもらい

たくて、入学後も校長室をよく訪れていました。

Tさん　私もよく校長室に行き、西郷先生に不安
や悩みを聞いていただきました。小学生の時は周

囲に合わせることばかりに気を遣っていたのですが、西郷

先生は「人は、一人ひとり違っていいんだよ」と何度も話

してくださいました。実際に桜丘中学校の生徒が、それぞ

れ自分のやりたいことを実現しているのを見て、自分の気

持ちを伝え、自分らしく過ごすことが大事だと思えるよう

になったんです。今の高校は、志望校合格に向けて先生方

はとても熱心に指導してくださるのですが、「本校の生徒

ならこれくらいできて当然」という意識も感じられて、悩

みを相談しづらい雰囲気があります。生徒の気持ちに寄り

添ってくれる先生がもっといてくれたら……と思います。

西郷先生　これからも、苦しいことや思い通りにならない
つらいことがあるかもしれないけれど、後で振り返ってみ

ると「大変だったけれども、何とか乗り越えられた！」と

思える時が必ず来るから、頑張ってほしいな。

Sさん　私は、桜丘中学校に入って、初めて夢を
持てました。ボランティア活動やビブリオバトル

への出場など、様々な経験をする中で、自分の英語が外国

人に通じたことがとてもうれしくて、それをきっかけに外

国に関心を持ちました。今は、海外に関連する企業で働き

たいと思っています。

Tさん　私も桜丘中学校に入って意識が変わりま
した。それまではなんとなく大学に行くんだと思っ

ていましたが、今は私らしさを大切にして将来を考え、そ

の実現に近づく大学を目指したいと思っています。

起床、朝食
オンラインの小テスト、ホームルーム
オンライン授業（７時間）

　　昼食

オンラインの帰りの会など
学校の課題に取り組む

夕食
学校の課題に取り組む

入浴・就寝

起床、朝食
自習

昼食
読書やギターの練習など
趣味やボランティア

夕食
塾のオンライン授業

入浴・就寝
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臨時休業中の１日の過ごし方

Ｓさんの１日 Tさんの１日

高校２年生中学２年生

Tさん
桜丘中学校卒業
後、私立高校に
進学。勉強に忙
しい毎日を送っ
ている。

Sさん
桜丘中学校に越
境して入学。演
劇部で活動中の
ほか、友人とバ
ンドを組んだ。

片道２時間の通学が
なくなってうれしい！

臨時休業中に
50冊読破！
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子どもの不安に共感し、学級全体で言語化する　

　人は、大きな不安やストレスを感じると、言語化、行動

化、身体化のいずれかの反応を示すと言われています。１

つめと２つめは、他者や物への攻撃として発散されること

が多く、３つめは体の不調やうつなどの精神疾患として現

れます。それは、大人も子どもも同じです。　

　新型コロナウイルスは、人々に過大な不安やストレスを

及ぼしています。緊急事態宣言が解除され、６月から多く

の地域で学校が再開されましたが、感染への不安や生活上

の制約はまだ続いています。止まっていた授業を進めるこ

とも大切ですが、学校に求められるのは、何よりも子ども

に寄り添って不安やストレスに共感し、安心・安全な学び

の場を整えることです。

　他者に共感することは簡単にはできません。しかし、今

は、大人も子どもも同じ経験をし、同じような不安を抱え

ているため、互いに共感しやすい状況にあります。そこで、

先生も交えてクラス全員で心の内を語り合ってみるなど、

不安を言語化してみましょう。不安なのは、皆、同じだと

分かれば、安心感につながります。そして、不安解消のた

めに取り組めることを一緒に考えることなどを通じて、子

どもの気持ちを前向きなものへと転換できるよう、教員が

手助けをしていきたいものです。

子どもの気持ちを「受信」するために丁寧な伝え合いを
　対面授業の大きな利点は、面と向かって話すことで言葉

の背後にある感情も伝え合うことができ、より深い信頼関

係の構築へとつながることです。

　しかし、マスク着用やソーシャルディスタンスを保つ必

要性からコミュニケーションが制限され、授業がしづらい

と感じている先生が多いと思います。また、感情表現が苦

手な子どもは、ストレスを抱えていても、気持ちをうまく

伝えられない恐れもあります。そうした子どもと接する際

は、表情の奥にある気持ちを高い感度で「受信」する力を

一層高めることが求められます。

　そんな今こそ、ノンバーバル（非言語）のコミュニケー

ションスキルを高めるチャンスです。例えば、身振りや手

振りなどのジェスチャーは、コミュニケーションを豊かに

するための重要な要素です。言葉による伝え合いだけでな

く、そうしたノンバーバルの伝え合いも意識して子どもた

ちに接するようにしてみましょ

う。次第に、子どもの些細なし

ぐさにも着目できるようになっ

ていきます。

　そのように、教員自身が丁寧な発信や受信を心がければ、

子どももそれを学んで、言葉によるいじめなど、配慮に欠

けた言動を減らしていくことにもつながるでしょう。先生

方にとって今回磨いた力は、事態が収束した後にも活用で

きる、大きな財産になっていくはずです。

行動の軸を明確にし、教員の努力を価値づける
　私は、２つの中学校で校長を務めた経験から、学校の

マネジメントにおいて大切だと思うことがあります。

　それは、自分の軸を持つことです。心理学の専門用語に

“frame of reference”（準拠枠、思考の枠組み）という言

葉があります。校長が哲学や理論、信念など、自分の軸と

なるものを持てば、どのような事態が起きても優先順位を

考え、学校を動かしていくことができます。

　特に緊急事態の際には、校長は組織のメンバーである教

員に対して、今、取り組んでいる業務の意義や見通しを伝

えることが大切です。教員は日々の業務に加え、子どもの

安全確保のための対応に追われ、ストレスを抱えているか

らです。校長の役割は、教員に「相談事があれば言いなさ

い」と一方的に伝えることではなく、自ら教員に声をかけ、

教育活動の状況や子どもたちの様子を聞き、具体的な言葉

でその取り組みを価値づけたり、助言したりすることです。

そうしたぶれない軸を持ち、教員を適切に評価することが、

校長への信頼感を高め、学校一丸となってこの事態を乗り

越えていくことにつながるはずです。

　教育委員会には、各校の工夫や努力を学校間で共有でき

るよう、情報交換の場を設けるなどの支援をしてほしいと

思います。そうした場が整えば、現場の教員は勇気づけら

れ、各校でさらなる創意工夫がなされるという、よい循環

が生まれるのではないでしょうか。

教育委員会版　2 0 2 0  V o l . 132

非言語のコミュニケーションスキルを磨こう
日本教育カウンセラー協会　理事　文教大学　非常勤講師　藤川　章

あきら

ふじかわ・あきら◎民間企業を経て、東京都公立中学校教諭に。並
行して、東京都教育研究所（当時）の研修生として筑波大学大学院
で國分康孝教授から、育てるカウンセリングや構成的グループ・エ
ンカウンターを学ぶ。2010年、日本カウンセリング学会記念賞受賞。
2校の中学校で校長を歴任。本誌2019年度Vol.3の本コーナーに登場。
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顕著に見えた、人の「弱さ」と「強さ」　
　新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、私の勤務する

大学でも通学が制限され、各地で行う予定だった教員向け

研修会は、延期や中止を余儀なくされました。

　学校に行けない、社会が動かない─この思いもかけ

ない事態は、人の「弱さ」と「強さ」を顕著に浮かび上が

らせました。先が見通せないために不安に駆られ、他者や

社会に悪影響を及ぼす行動をしてしまう「弱さ」が見られ

た半面、外出自粛要請に対して、自分ができることに精いっ

ぱい努め、社会に貢献しようとする大勢の人の姿を目の当

たりにして、人の「強さ」にも改めて感心しました。

　私の出身地であり、今も暮らしている東北地方では、

2011年の東日本大震災で大変な困難に直面しました。こ

の９年間、人々がつながり、助け合って乗り越えてきた経

験は、緊急事態宣言下で十分に生かされていたと感じます。

今、私たちがしている経験も、予測できない未来を生き抜

く強さへと結びつくはずです。そうした強さの素地を培う

上でも、教育が果たす役割は非常に大きいと考えています。

学習の遅れよりも気にかけたいことがある
　学校の臨時休業中や制限された環境において学んだこと

は、決して「損失」ではありません。授業が再開して、学

習の遅ればかりに目が行ってしまうかもしれませんが、今

だからこそできる学びもあります。

　例えば、外出自粛中は、多くの家庭で家族が一緒に長い

時間を過ごしました。その間、この先の生活や将来への展

望について家族で話したり、保護者が在宅で働く姿を間近

に見たりして、子どもにとっては自分のあり方や生き方を

考える機会となりました。昨今、学校教育が担っていたキャ

リア教育が、図らずも家庭でなされたのです。それを一時

的なものとせず、今後も家庭でキャリア教育を続けられる

よう、子どもや保護者に働きかけたいものです。

　今、学校に期待されている役割は、子どもが今を肯定的

に捉えて学びに向かえるように働きかけ、その学びを支援

することではないでしょうか。学力とは何か捉え直し、子ど

もが自分の目指す方向に進んでいくために、家庭ではでき

ない学びを支援する学校へと変化するチャンスなのです。

　日本では、ＩＣＴの利活用を前提とした超スマート社会＊

が提唱されていますが、その実現には、人と人との直接的

な触れ合いを通した信頼関係の

構築が欠かせません。自粛生活

は、人間関係の基礎である家族

のつながりを見つめ直し、家庭

教育の大切さを改めて認識する機会となりました。他者に

対する信頼感は幼児期までに育まれる部分が大きいですか

ら、今後、幼児教育を重視する動きが一層強まることを期

待します。

子どもに何が起きているか、いま一度見つめる
　昨日までの生活が一変してしまうという現実を、日本

中、いや世界中の人々が経験しました。以前のような日常

が戻ったとしても、子どもを取り巻く環境は既に大きく変

化しています。しかし、新しい環境に対応した教育モデル

はどこにも存在しません。学校には、子どもに伴走しなが

ら、子どもや地域の実情を捉え、状況に応じた目標やカリ

キュラムを生み出すために試行錯誤を続ける使命がありま

す。教育委員会や学校の管理職の先生方は、特にそのこと

を心に留めて、前例にとらわれない学校づくりに努めてい

かれることを願っています。

　学校教育が変化するためには、新しいものを取り入れる

姿勢が大切ですが、同時に、長く受け継がれてきた日本の

文化や伝統に目を向けて、子どもたちに引き継いでほしい

とも思います。東日本大震災からの復興においても、地域

に根づいていた文化、ふるさとへの思いや誇りが、人々の

精神的な強さにつながることを感じたからです。

　今だからこそ、先生方がより広い視野を持ち、一人ひと

りの子どもの実態をしっかりと捉え、成長を支えることで、

目の前の課題を自ら解決しようと努力する「創造的な学び

手」が育っていくことでしょう。その方向性は、新学習指

導要領が目指す教育とも重なります。そうした教育活動の

積み重ねが子どもの豊かな人生を形づくるとともに、持続

可能な社会の実現へとつながっていくに違いありません。

＊　必要なもの・サービスを、必要な人に、必要な時に、必要なだけ提供し、社会の様々なニーズにきめ細かに対応でき、あらゆる人が質の高いサービスを受けられ、年齢、性別、
地域、言語といった様々な違いを乗り越え、活き活きと快適に暮らすことのできる社会のこと（内閣府「第５期科学技術基本計画」より）。

今こそ、創造的な学び手の育成を
会津大学　文化研究センター長　教授　苅

か り

間
ま

澤
ざ わ

勇
は や

人
と

かりまざわ・はやと◎岩手県の公立高校教諭として 28 年間勤務した
後、2015 年度から大学教員に。専門分野は、教育学、教育カウンセ
リング心理学。理工系単科大学で教員養成に携わる一方で、全国で
カウンセリングや学級経営等の研修会の講師を務める。共著に『組
織で支え合う !　 学級担任のいじめ対策』（図書文化社）など。本誌
2019 年度 Vol.4 の本コーナーに登場。
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